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リ
ル
ケ
の『
鎮
魂
歌
』に
お
け
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

''A
Farew

ellto
A
rm

s''

の
主
題

詩
劇
エ
ト
ナ
山
上
の
エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス

代
名
詞
に
お
け
る
格
の
転
用
に
就
い
て

''A
Friend

ofM
ine''vs.''OneofM

y
Friends''

○
第
四
集
（
一
九
五
五
年
十
一
月
発
行
）

ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る
革
命
と
反
革
命

人
間
・
こ
の
逆
説
的
な
る
も
の

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
宗
教
論

イ
ス
パ
ニ
ア
人
の
性
格

〈
書
　
　
評
〉
ヤ
ス
パ
ー
ス
著
　
草
薙
　
正
夫
訳

『
現
代
の
精
神
的
課
題
』

○
第
五
集
（
一
九
五
六
年
三
月
五
日
発
行
）

ニ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ズ
の
脱
出

日
本
農
業
と
「
二
つ
の
道
」
論

政
治
と
宗
教

〈
紹
介
の
批
評
〉
ヤ
ス
パ
ー
ス
著
　
森
　
昭
訳

○
第
一
集
（
一
九
五
四
年
十
一
月
発
行
）

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
意
味

社
会
科
学
の
立
ち
遅
れ

ニ
ィ
チ
ェ
の
パ
ス
カ
ル
問
題

十
九
世
紀
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
意
識
の
変
遷

原
子
関
係
の
諸
書
に
つ
い
て

○
第
二
集
（
一
九
五
五
年
三
月
発
行
）

半
封
建
的
土
地
所
有
制
と
農
地
改
革

ニ
ィ
チ
ェ
に
於
け
る「
中
世
紀
の
終
り
」

十
六
、
七
世
紀
に
お
け
る
西
班
牙
「
騎
士
道
小

説
」「
牧
人
小
説
」「
悪
者
小
説
」の
発
生
と
影
響

正
統
と
異
端

ヤ
ス
パ
ー
ズ
に
お
け
る
「
包
括
者
」
の
概
念

○
第
三
集
外
国
文
学
・
語
学
特
集

（
一
九
五
五
年
六
月
発
行
）

John
K
eats

のO
de

に
つ
い
て

Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
に
お
け
る
対
極
の
観
念

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
け
る
交
感
の
ソ
ン
ネ
に
つ
い
て

福
田
　
実

山
本
　
新

信
太
正
三

長
井
和
雄

菅
井
準
一

山
田
　
操

信
太
正
三

大
林
多
吉

山
本
　
新

草
薙
正
夫

相
原
幸
一

飯
田
耕
作

芹
沢
　
純

塚
越
　
敏

福
田
　
実

須
藤
兼
吉

小
倉
兼
秋

勝
又
永
朗

信
太
正
三

山
本
　
新

長
井
和
雄

渡
部
　
登

信
太
正
三

福
田
　
実

山
田
　
操

山
本
　
新
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○
第
九
集
（
一
九
五
七
年
六
月
発
行
）

カ
ン
ト
に
お
け
る
根
本
悪

煙
草
作
地
帯
農
村
史
（
覚
書
其
の
一
）

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
お
け
る
ボ
ン
基
本
法
と

青
年
教
育

非
西
洋
に
お
け
る
革
命

○
第
十
集
　
外
国
文
学
・
語
学
特
集
号

（
一
九
五
八
年
一
月
発
行
）

詩D
auber

に
描
か
れ
た
海
洋
の
姿
態

Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
と
Ｈ
・
リ
ー
ド

「
マ
ー
デ
ィ
」
に
つ
い
て

―
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
芸
術
の
原
型
―

日
本
の
詩
の
英
訳
に
つ
い
て

若
き
リ
ル
ケ
に
お
け
る

ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
影
響
に
つ
い
て

Cockney

―
そ
の
発
音
と
語
法

○
第
十
一
集
（
一
九
五
八
年
二
月
発
行
）

国
家
対
人
間
の
基
本
問
題

「
地
方
自
治
」
と
地
主
制
の
展
開

家
族
的
擬
制
の
倫
理

社
会
・
科
学
＝
技
術
・
文
化

『
大
学
の
理
念
』

○
第
六
集
　
外
国
文
学
特
集
号

（
一
九
五
六
年
七
月
発
行
）

ト
マ
ス・ス
タ
ー
ジ・ム
ア
の
ガ
ァ
ゼ
ル
ズ
を
読
む

メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
形
成

Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
持
論

ラ
ス
キ
ン
の
美
学

ト
マ
ス
・
ハ
ー
デ
ィ「
ザ
・
デ
ナ
ス
ツ
」の

構
想
に
つ
い
て

○
第
七
集
（
一
九
五
六
年
八
月
三
十
一
日
発
行
）

教
育
学
に
お
け
る
精
神
科
学
的
方
法

形
而
上
的
反
抗
と
自
由
の
問
題

ル
ネ
サ
ン
ス
（
上
）

〈
書
　
　
評
〉
信
太
正
三
著
『
ニ
ィ
チ
ェ
研
究
』

○
第
八
集
（
一
九
五
七
年
二
月
発
行
）

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
人
間
学
の
問
題
と
逆
説
性

明
治
前
期
に
お
け
る
農
民
の
動
向

晩
年
の
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス

ル
ネ
サ
ン
ス
（
中
）

草
薙
正
夫

須
藤
兼
吉

向
井
俊
二

相
原
幸
一

小
倉
兼
秋

皆
川
三
郎

長
井
和
雄

信
太
正
三

山
本
　
新

草
薙
正
夫

信
太
正
三

山
田
　
操

飯
田
耕
作

山
本
　
新

信
太
正
三

山
田
　
操

長
井
和
雄

山
本
　
新

須
藤
兼
吉

相
原
幸
一

向
井
俊
二

河
野
一
郎

金
子
正
昭

中
村
駿
夫

大
熊
信
行

山
田
　
操

信
太
正
三

山
本
　
新
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〈
書
　
　
評
〉（
研
究
書
解
読
）''Essaysin

Linguistics''
by

Joseph
H
.Greenberg

○
第
十
五
集
（
一
九
五
九
年
九
月
発
行
）

人
倫
の
意
味
構
造

フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
農
村
新
体
制

暗
号
解
読
と
し
て
の
形
而
上
学

―
暗
号
及
び
暗
号
解
読
の
構
造
―

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
と
近
代
日
本

○
第
十
六
集
（
一
九
六
〇
年
五
月
発
行
）

喪
神
群
像
―
其
の
一
「
罪
と
罰
」

歴
史
的
未
来
と
教
育

人
間
学
と
実
存
論

ト
イ
ン
ビ
ー
批
判

英
語
の
強
意
表
現
考
察

―
特
に
強
意
的
直
喩
に
つ
い
て
―

〈
書
　
　
評
〉
二
つ
の
歴
史
観

―
ブ
ル
ト
マ
ン
と
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
―

○
第
十
七
集
（
一
九
六
〇
年
十
一
月
発
行
）

文
明
論
の
先
達

喪
神
群
像
―
其
の
二
「
白
痴
」

暗
号
解
読
（Chifferlesen

）
と
し
て
の

形
而
上
学
（
Ⅰ
）

〈
書
　
　
評
〉
大
熊
信
行
著
『
国
家
悪
』

〈
書
　
　
評
〉
長
井
和
雄
著
『
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
』

○
第
十
二
集
（
一
九
五
八
年
六
月
発
行
）

文
明
論
の
誕
生
と
系
譜

大
正
期
「
農
村
問
題
」
の
構
造

ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
育
学
的
思
考

○
第
十
三
集
（
一
九
五
八
年
十
二
月
発
行
）

経
済
更
生
運
動
と
「
窮
乏
の
農
村
」

―
農
村
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
の
進
行
―

瞑
想
的
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

―
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』
覚
書
―

文
明
の
闘
争
と
高
度
宗
教

暗
号
解
読
と
し
て
の
形
而
上
学
（
承
前
）

○
第
十
四
集
（
一
九
五
九
年
二
月
発
行
）

Ｗ
・
Ｂ
・
イ
ェ
イ
ツ
―「
最
後
の
詩
集
」序
説
―

エ
リ
オ
ッ
ト
と
リ
ー
ド

T
he

BrigsofA
yr

M
elville'sQ

uestforthe
H
eartin

Pierre

草
薙
正
夫

信
太
正
三

村
井
　
実

山
本
　
新

山
田
　
操

長
井
和
雄

山
田
　
操

信
太
正
三

山
本
　
新

草
薙
正
夫

島
津
　
昭

相
原
幸
一

須
藤
兼
吉

Shunji
M
ukai

杉
原
　
正
孝

信
太
正
三

山
田
　
操

草
薙
正
夫

山
本
　
新

信
太
正
三

長
井
和
雄

草
薙
正
夫

山
本
　
新

山
下
雅
巳

信
太
　
正
三

山
本
　
新

信
太
正
三
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○
第
二
十
集
（
一
九
六
一
年
九
月
発
行
）

ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題

地
域
社
会
と
行
政
広
報
（
上
）

子
供
の
成
長
と
教
育
の
冒
険
性

実
存
と
〈
交
わ
り
〉

日
本
文
明
論
の
近
視
的
性
格

○
第
二
十
一
集
　
外
国
文
学
・
語
学
特
集
号

（
一
九
六
一
年
十
二
月
発
行
）

Jam
esElroy

Flecker

の

詩
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
要
素

Ｈ
・
リ
ー
ド
の
浪
漫
主
義

T
he

N
egro

in
''Benito

Cereno''

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ

―
神
秘
主
義
へ
の
道
程
―
（
下
）

デ
ィ
ド
ロ
の
小
説
と
ド
イ
ツ

実
存
哲
学
者
と
し
て
の
ニ
ィ
チ
ェ

―
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
ニ
ィ
チ
ェ
解
釈
に
つ
い
て
―

○
第
二
十
二
集
（
一
九
六
二
年
四
月
発
行
）

文
化
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
教
育

ペ
シ
ミ
ズ
ム
と
デ
カ
タ
ン
ス

―「
ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」其
の
二
―

町
村
合
併
と
部
落

―
神
奈
川
県
内
陸
地
帯
の
場
合
―

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
歴
史
論

○
第
十
八
集
　
外
国
文
学
・
語
学
特
集
号

（
一
九
六
一
年
三
月
発
行
）

GatesofD
am

ascus

イ
ェ
イ
ツ
と
エ
リ
オ
ッ
ト

Ｈ
・
リ
ー
ド
の
芸
術
教
育
論

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ

―
神
秘
主
義
へ
の
道
程
―

フ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と

危
機
の
意
識
―「
帰
国
者
の
手
紙
」
を
め
ぐ
っ
て
―

Shakespeare

に
お
け
るshall,will

の
用
法
に
つ
い
て

代
名
詞
考
―
形
態
と
機
能
―

○
第
十
九
集
（
一
九
六
一
年
五
月
発
行
）

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
教
育
学
の
市
民
的
性
格

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
永
遠
回
帰

文
明
論
の
先
達
（
下
）

日
本
体
育
史
試
論

―
明
治
時
代
以
前
の
体
育
と
衛
生
―

山
田
　
操

草
薙
正
夫

須
藤
兼
吉

島
津
　
昭

相
原
幸
一

須
藤
　
明

菊
池
武
弘

中
村
駿
夫

山
下
雅
巳

長
井
和
雄

信
太
正
三

山
本
　
新

古
川
知
生
・
門
田
昭
三

信
太
正
三

山
田
　
操

長
井
和
雄

草
薙
正
夫

山
本
　
新

須
藤
兼
吉

相
原
幸
一

向
井
俊
二

須
藤
　
明

永
島
　
中

草
薙
正
夫

長
井
和
雄

信
太
正
三
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非
西
洋
に
お
け
る
近
代
化
（
一
）

十
年
の
回
顧

「
新
刊
書
評
」

人
文
学
会
十
年
の
歩
み

○
第
二
十
五
集
（
一
九
六
三
年
十
二
月
発
行
）

キ
リ
ス
ト
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

―
ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
　
其
の
四
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
理
性
と
経
験

人
間
存
在
に
つ
い
て
の
覚
書

―
単
独
者
と
全
人
類
の
間
―

非
西
洋
の
近
代
化
（
二
）

デ
ィ
ド
ロ
に
お
け
る
宿
命
論

○
第
二
十
六
集
（
一
九
六
四
年
二
月
発
行
）

W
ales

のBards

と
彼
ら
の
詩
に
つ
い
て

リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
諸
版
本
間
の
関
係

「
対
位
法
」
研
究

―
そ
の
内
容
と
形
式
に
つ
い
て
―

Shakespeare

に
お
け
るshould,w

ould

の

用
法
に
つ
い
て

―
現
代
英
語
と
の
比
較
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
神
概
念
の
形
成
に
つ
い
て

ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る
哲
学
と
科
学

○
第
二
十
三
集
（
一
九
六
二
年
十
月
発
行
）

限
界
状
況
・
挫
折
・
超
越

―
ヤ
ス
パ
ー
ス
哲
学
の
方
法
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
自
然
と
延
長
の
世
界

Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
よ
り
Ｈ
・
リ
ー
ド
へ

伝
播
に
お
け
る
様
式
と
価
値

○
第
二
十
四
集
　
十
周
年
記
念
特
集
号

（
一
九
六
三
年
二
月
発
行
）

老
桂
冠
詩
人
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
の

海
へ
の
郷
愁

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
序
説

『
緋
文
字
』
に
お
け
る
ホ
ー
ソ
ン
の
「
人
生
哲
学
」

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
宗
教
観

近
郊
農
村
と
農
民―

電
波
運
動
を
め
ぐ
っ
て
―

力
へ
の
意
志
と
超
人

―
ニ
ィ
チ
ェ
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
・
其
の
三
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
合
理
主
義
と
自
然
権

英
語
の
語
彙
に
入
っ
た
日
本
語
に
つ
い
て

工
藤
喜
作

草
薙
正
夫

草
薙
正
夫

工
藤
喜
作

相
原
幸
一

山
本
　
新

須
藤
兼
吉

相
原
幸
一

島
　
秀
夫

岩
谷
元
輝

山
田
　
操

信
太
正
三

工
藤
喜
作

田
中
菊
雄

山
本
　
新

草
薙
正
夫

永
島
　
中

長
井
和
雄

信
太
正
三

工
藤
喜
作

神
川
正
彦

山
本
　
新

永
島
　
中

須
藤
兼
吉

平
田
満
男

須
藤
　
明

中
村
駿
夫
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○
第
二
十
九
集
（
一
九
六
五
年
二
月
発
行
）

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
政
治
思
想

住
民
組
織
論
覚
え
書
（
二
）

―
行
政
と
住
民
組
織
の
機
能
―

歴
史
の
意
味
へ
の
問
い

―
一
つ
の
形
而
上
学
的
問
い
の
解
剖
学
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
神
の
因
果
性
に
つ
い
て

文
明
設
定
の
争
点

○
第
三
十
集
（
一
九
六
五
年
五
月
発
行
）

メ
ル
ビ
ル
の
ア
メ
リ
カ
批
判

校
訂
と
「
文
学
」

―
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
・
本
文
批
評
―

灰
色
の
高
僧
を
め
ぐ
っ
て

―
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
に
お
け
る

二
つ
の
世
界
の
分
裂
―

Robynson

訳U
T
O
PIA―

文
法
覚
書
（
補
遺
）―

ド
イ
ツ
文
の
分
析

○
第
三
十
一
集
（
一
九
六
五
年
十
月
発
行
）

歴
史
の
構
図
（
上
）

―
そ
の
「
ひ
ろ
さ
」
と
「
ふ
か
さ
」―

H
ere,T

here
A
nd

Everyw
here?

―
英
文
法
覚
え
書
―

Robynson

訳U
T
O
PIA

―
文
法
覚
書

○
第
二
十
七
集
（
一
九
六
四
年
九
月
発
行
）

教
育
学
に
対
す
る
精
神
史
の
意
義

歴
史
の
こ
と
ば

ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
（
一
）

ニ
ー
チ
ェ
解
釈
の
方
法
試
論

非
西
洋
の
近
代
化
（
三
）

内
村
鑑
三
お
ぼ
え
書
き

○
第
二
十
八
集
（
一
九
六
四
年
十
二
月
発
行
）

疎
外
の
論
理
と
「
進
歩
と
し
て
の
歴
史
」

―
疎
外
論
の
克
服
の
た
め
に
―

住
民
組
織
論
覚
え
書

―
横
浜
市
に
お
け
る
そ
の
経
過
に
つ
い
て
―

ハ
ム
レ
ッ
ト
校
訂
の
諸
問
題

―
言
葉
と
い
う
も
の
は
弄
ん
で
い
る
間
に

ど
う
に
で
も
な
っ
て
し
ま
う（
十
二
夜
）―

ス
ピ
ノ
ザ
の
方
法
（
二
）

―
幾
何
学
的
方
法
の
諸
問
題
―

刺
戟
伝
播

山
下
雅
己

松
川
昇
太
郎

長
井
和
雄

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

信
太
正
三

山
本
　
新

岩
谷
元
輝

神
川
正
彦

山
田
　
操

平
田
満
男

工
藤
喜
作

山
本
　
新

草
薙
正
夫

山
田
　
操

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

山
本
　
新

向
井
俊
二

平
田
満
男

須
藤
　
明

松
川
昇
太
郎

妹
尾
　
幹

神
川
正
彦
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歴
史
の
構
図
（
中
）

―
そ
の
「
ひ
ろ
さ
」
と
「
ふ
か
さ
」―

ス
ピ
ノ
ザ
の
コ
ナ
ツ
ス
に
つ
い
て

ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
運
命
意
識―

一
つ
の
覚
書
―

日
本
書
紀
古
事
記
の
語
彙
の
比
較
研
究
（
一
）

―
紀
記
先
後
の
辨
資
料
―

○
第
三
十
四
集
（
一
九
六
六
年
十
月
発
行
）

ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
極
東
（
一
）

―
オ
ッ
ト
ー
・
ベ
ッ
カ
ー
の
極
東
外
交
―

歴
史
の
構
図
（
下
）

―
そ
の
「
ひ
ろ
さ
」
と
「
ふ
か
さ
」
―

茶
美
の
構
造

日
本
書
紀
古
事
記
の
語
彙
の
比
較
研
究
（
二
）

文
明
の
世
代
論

○
第
三
十
五
集
（
一
九
六
七
年
二
月
発
行
）

Ｈ
・
リ
ー
ド
に
お
け
る
ロ
ー
マ
ン
主
義
詩
論
の
成
立

―
一
ぴ
き
狼
へ
の
道
―

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
本
文
の
不
定
性

マ
ッ
シ
ュ
ウ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド

Subcategorization

の
二
、
三
の
問
題

ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
愛
の
ロ
ゴ
ス

〈
神
の
死
に
つ
い
て
〉

文
明
設
定
の
争
点
（
二
）

内
村
鑑
三
覚
え
書
（
そ
の
二
）

○
第
三
十
二
集
（
一
九
六
六
年
二
月
発
行
）

Ｈ
・
リ
ー
ド
の
芸
術
論
（
そ
の
一
）

『
恋
す
る
女
た
ち
』
の
主
題―

均
衡
と
崩
壊
―

鴎
外
と
ス
ペ
イ
ン
語
（
覚
書
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
（
一
）

―
そ
の
生
立
と
壮
途
出
港
ま
で
―

S→
N
P

＋V
P

（
１
）

―V
erb

patterns

試
論
―

N
O
T
A
S
SO

BRE
LA

EN
SE

N
A
N
ZA

D
EL

ESPA
N
O
L

EL
SIST

EM
A
ESCO

LA
R
EN

ESPA
N
A

EL
PRIM

ER
A
N
O
D
EL

PLA
N
D
E

D
ESA

RO
LLO

,ECO
N
O
M
ICO

Y
SO

CIA
L
ESPA

N
O
L

○
第
三
十
三
集
（
一
九
六
六
年
三
月
発
行
）

分
析
書
誌
学
派
の
動
向

工
藤
喜
作

信
太
正
三

山
本
　
新

岩
谷
元
輝

相
原
幸
一

江
頭
輝
雄

会
田
　
由

渡
部
　
登

山
下
雅
己

T
atsuo

O
kada

José
M
ata

T
rani

José A
ntonio

M
illá n

F
uertes

平
田
満
男

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

信
太
正
三

富
山
民
蔵

三
宅
正
樹

神
川
正
彦

石
田
吉
貞

富
山
民
蔵

山
本
　
新

相
原
幸
一

平
田
満
男

中
川
　
敏

疋
田
三
良

～

～

～

～
～
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文
芸
論
史
的
背
景
と
そ
の
内
容
―

テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
前
期
劇
の
展
開
（
一
）

―
道
徳
劇
か
ら
風
俗
劇
へ
―

○
第
三
十
九
集
（
一
九
六
八
年
五
月
発
行
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
無
限
と
宇
宙

歴
史
叙
述
の
コ
ン
シ
ス
タ
ン
ス

―
歴
史
の
こ
と
ば
（
下
）―

文
明
の
変
動
と
世
俗
化
（
下
）

―
世
俗
化
の
比
較
研
究
―

「
二
つ
の
文
化
」
論
争
と
Ａ
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー

―
文
学
と
科
学
を
め
ぐ
る
問
題
（
上
）―

○
第
四
十
集
（
一
九
六
八
年
十
月
発
行
）

歴
史
認
識
問
題
の
歴
史
的
定
位

―
歴
史
の
認
識
（
上
）―

ス
ピ
ノ
ザ
聖
書
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
般
若
直
観

内
村
鑑
三
お
ぼ
え
書
き
（
そ
の
五
）

○
第
四
十
一
集
（
一
九
六
六
年
十
二
月
発
行
）

孤
独
と
文
学
（
そ
の
一
）

―
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
心
の
成
長
―

○
第
三
十
六
集
（
一
九
六
七
年
四
月
発
行
）

歴
史
に
お
け
る
物
語
性

―
歴
史
の
こ
と
ば
（
中
の
一
）
―

ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
極
東

―
（
２
）
第
一
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
る

ヘ
ル
ツ
レ
の
研
究
―

内
村
鑑
三
お
ぼ
え
書
き
（
そ
の
三
）

○
第
三
十
七
集
（
一
九
六
七
年
十
月
発
行
）

歴
史
に
お
け
る
物
語
性

―
歴
史
の
こ
と
ば
（
中
の
二
）―

ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
極
東

―
（
３
）
ゲ
オ
ル
ク
・
ケ
ル
ス
ト
の

幕
末
日
本
研
究
―

内
村
鑑
三
お
ぼ
え
書
き
（
そ
の
四
）

文
明
の
変
動
と
世
俗
化
（
上
）

―
世
俗
化
の
比
較
研
究
―

○
第
三
十
八
集
　
外
国
文
学
・
語
学
特
集

（
一
九
六
八
年
三
月
発
行
）

「
ベ
ニ
ト
・
セ
レ
ノ
」
再
考

Ｈ
・
リ
ー
ド
に
お
け
る
正
統
の
探
求

―
ア
ナ
キ
ズ
ム
論
の

神
川
正
彦

三
宅
正
樹

岩
谷
元
輝

神
川
正
彦

三
宅
正
樹

岩
谷
元
輝

山
本
　
新

向
井
俊
二

相
原
幸
一

平
田
満
男

工
藤
喜
作

神
川
正
彦

山
本
　
新

須
藤
　
明

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

近
藤
正
栄

岩
谷
元
輝

近
藤
正
栄



75 機関誌『人文研究』総目録

―
『
失
楽
園
』
を
中
心
に
―

Beow
ulf

の
不
定
詞

S→
N
P

＋V
P

（
二
）
―V

erb
Pattern

試
論
―

サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
と
荷
風

○
第
四
十
五
集
（
一
九
七
〇
年
三
月
発
行
）

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
倫
理
説
に
つ
い
て
の
一
考
察

国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
般
意
味
論

―
対
立
と
協
調
の
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
宗
教
観
（
二
）

内
村
鑑
三
お
ぼ
え
書
き
（
そ
の
六
）

○
第
四
十
六
集
　
文
学
・
語
学
特
集

（
一
九
七
〇
年
十
二
月
発
行
）

黒
人
問
題
・
一
八
三
一
年
と
一
九
六
七
年

―
『
ナ
ッ
ト
・
タ
ー
ナ
ー
』
の
告
白
論
―

「
二
つ
の
文
化
」
論
争
と
Ａ
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー

―
文
学
と
科
学
を
め
ぐ
る
問
題
（
中
）
―

孤
独
と
文
学
（
そ
の
三
）

―『
緋
文
字
』
の
悲
劇
性
―

八
千
矛
物
語
の
成
立―

忌
部
首
子
首
の
追
憶
―

W
illiam

Roper.''Life
ofT

hom
asM

ore''

Erasm
us

の
描
い
たT

hom
asM

ore

像

A
dvanced

R
P

に
つ
い
て

PA
RK

ER
CH

RO
N
ICLE

の
構
文

―
統
語
法
と
文
体
の
間
―

○
第
四
十
二
集
（
一
九
六
九
年
三
月
発
行
）

歴
史
的
説
明
の
諸
相

―
歴
史
の
認
識
（
中
ノ
一
）―

ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
預
言
と
哲
学

自
然
法
爾
と
横
超

―
宗
教
と
倫
理
と
の
関
わ
り
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

○
第
四
十
三
集
（
一
九
六
九
年
十
二
月
発
行
）

歴
史
的
説
明
の
諸
相

―
歴
史
の
認
識
（
中
ノ
二
）―

ド
イ
ツ
の
歴
史
学
と
極
東
（
四
）

―
石
井
菊
次
郎
と
オ
ッ
ト
ー・ベ
ッ
カ
ー
―

孤
独
と
文
学
（
そ
の
二
）

―『
後
楽
園
』に
お
け
る
セ
イ
タ
ン
の
闘
争
―

○
第
四
十
四
集
（
一
九
七
〇
年
一
月
発
行
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
宗
教
観

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
し
て
の
ミ
ル
ト
ン

松
川
昇
太
郎

中
村
駿
夫

東
　
保
憲

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

信
太
正
三

神
川
正
彦

三
宅
正
樹

近
藤
正
栄

工
藤
喜
作

近
藤
正
栄

東
　
保
憲

山
下
雅
己

秋
山
勇
造

岡
野
哲
士

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

岩
谷
元
輝

向
井
俊
二

須
藤
　
明

近
藤
正
栄

佐
野
正
巳

松
川
昇
太
郎
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○
第
四
十
九
集
（
一
九
七
一
年
七
月
発
行
）

孤
独
と
文
学
（
そ
の
四
）

―
『
失
楽
園
』
の
主
題
―

「
日
独
伊
同
盟
条
約
締
結
要
録
」

資
料
と
解
説
（
上
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
三
）

歴
史
主
義
と
歴
史
及
社
会
科
学
の
方
法
論
的

変
貌
を
め
ぐ
る
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
（
二
）

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

―
そ
の
精
神
的
発
展
と
し
て
の

内
面
へ
の
道
に
つ
い
て
―

ブ
レ
ヒ
ト
の
ガ
リ
レ
イ
評
価
を
め
ぐ
っ
て

―
『
ガ
リ
レ
イ
の
生
涯
』
小
論
―

A
Sem

antic
A
nalysisof'Carry'and

Its
Synonym

ousW
ords

○
第
五
十
集
（
一
九
七
二
年
一
月
発
行
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
四
）

言
葉
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
、原
理
論（
一
）―

「
日
独
伊
同
盟
条
約
締
結
要
録
」

資
料
と
解
説
（
中
）

京
浜
に
お
け
る
都
市
問
題
の
系
譜
（
一
）

二
つ
の
す
み
だ
川

○
第
四
十
七
集
（
一
九
七
一
年
二
月
発
行
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
（
二
）

―
新
大
陸
の
発
見
―
、
―
そ
の
死
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
一
）

サ
ー
・
ト
マ
ス
・
モ
ア
伝
（
そ
の
一
）

―
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
・
ロ
ー
パ
ー〔
翻
訳
と
註
解
〕
―

聖
書
の
翻
訳
に
お
け
る
宗
教
的
ド
グ
マ

―RSV
,N

EB,
国
語
訳
に
つ
い
て
―

○
第
四
十
八
集
（
一
九
七
一
年
四
月
発
行
）

月
光
文
明
と
仮
晶

歴
史
主
義
と
歴
史
及
社
会
科
学
の
方
法
論
的

変
貌
を
め
ぐ
る
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
（
一
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
二
）

宣
長
の
優
越
意
識
（
一
）

―
学
問
・
思
想
の
軌
跡
―

Ｗ
・
ロ
ー
パ
ー
「
ト
マ
ス
・
モ
ア
伝
」
そ
の
二

カ
フ
カ
の
《D

erBau

》

―
人
間
の
存
在
基
盤
と
し
て
の

家
の
意
味
に
つ
い
て
の
試
論
〔
一
〕
―

秋
山
勇
造

渡
部
　
登

工
藤
喜
作

松
川
昇
太
郎

近
藤
正
栄

山
本
　
新

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

佐
野
正
巳

松
川
昇
太
郎

中
村
浩
平

近
藤
正
栄

三
宅
正
樹

工
藤
喜
作

神
川
正
彦

中
村
浩
平

塚
田
眞
幸

Y
oshiaki

A
rai

工
藤
喜
作

神
川
正
彦

三
宅
正
樹
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―Peterborough
Chronicle

後
半
の
英
語
に
つ
い
て
―

○
第
五
十
二
集
（
一
九
七
二
年
九
月
発
行
）

言
葉
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
、原
理
論（
二
）―

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
五
）

「
日
独
伊
同
盟
条
件
締
結
要
録
」

資
料
と
解
説
（
下
の
一
）

Function
and

M
eaning

of
'A
w
ay'in

the
V
erb-Particle

Com
bination

○
第
五
十
三
集
　
文
学
・
語
学
特
集
号

（
一
九
七
二
年
十
二
月
発
行
）

〈
紹
　
　
介
〉「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
」

―
ハ
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
ヒ
ベ
ッ
ト

「
夏
目
漱
石
と
心
理
小
説
」―

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
ス
に
お
け
る

死
の
イ
メ
ー
ジ

―
〈
ア
ド
ル
フ
〉
を
中
心
に
し
て
―

山
上
の
垂
訓

―
英
語
訳
聖
書
と
宗
教
的
ド
ク
マ
（
二
）
―

'Cut'
と
そ
の
類
義
語
の
意
味
分
析

―
三
宅
磐
を
め
ぐ
っ
て
―

ロ
シ
ヤ
文
明
の
位
置
づ
け

自
己
変
容
の
ド
ラ
マ―

『
虹
』
を
め
ぐ
っ
て
―

孤
独
と
文
学
（
そ
の
五
）
―
テ
ス
の
悲
劇
―

ユ
ダ
ヤ
系
作
家
と
読
者

―
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
試
論
―

Ｗ
・
ロ
ー
パ
ー
「
ト
マ
ス
・
モ
ア
伝
」
そ
の
三

―
翻
訳
と
注
解
―

A
Sem

antic
A
nalysisof''Put''and

Its
A
nalogousW

ords

○
第
五
十
一
集
（
一
九
七
二
年
四
月
発
行
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
「
日
本
文
化
論
」

―
紹
介
と
雑
感
―

山
上
の
垂
訓

―
英
語
訳
聖
書
と
宗
教
的
ド
グ
マ
（
一
）
―

Generation
ofGerm

an
D
ecom

pound
V
erbsw

ith
D
ouble

D
eterm

inants
H
erab,H

inab,etc.and
their

Co-occurrence
Relationsw

ith
PrepositionalPhrasesofPlace*

O
E
T
ransition

概
観

山
田
　
操

山
本
　
新

江
頭
輝
雄

近
藤
正
栄

向
井
俊
二

松
川
昇
太
郎

Y
oshiaki

A
rai

秋
山
勇
造

近
藤
正
栄

荒
井
義
明

東
　
保
憲

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

三
宅
正
樹

荒
井
義
明

秋
山
勇
造

佐
藤
夏
生

近
藤
正
栄

荒
井
義
明
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○
第
五
十
四
集
（
一
九
七
三
年
一
月
発
行
）

世
界
国
家
の
亡
霊

言
語
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
、原
理
論（
三
）―

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
六
）

京
浜
に
お
け
る
都
市
問
題
の
系
譜
（
二
）

―
三
宅
磐
を
め
ぐ
っ
て
―

「
日
独
伊
同
盟
条
約
締
結
要
録
」

資
料
と
解
説
（
下
の
二
・
完
）

○
第
五
十
五
集
　
二
十
周
年
記
念
特
集
号

（
一
九
七
三
年
四
月
発
行
）

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
歴
史
的
意
味

言
語
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
・
原
理
論（
四
）―

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
七
）

孤
独
と
文
学
（
そ
の
六
）

―
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
キ
ー
ツ
の
接
点
―

ロ
レ
ン
ス
の
文
学
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書

京
浜
に
お
け
る
都
市
問
題
の
系
譜
（
四
）

―
関
東
大
震
災
と
横
浜
復
興
（
一
）
―

「
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
覚
書
」
を
め
ぐ
っ
て

〈
紹
　
　
介
〉
シ
ャ
イ
ブ
リ
ー
編

「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
」

（
二
）
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
マ
ク
レ
ラ
ン

「
藤
村
と
自
伝
小
説
」

二
〇
年
を
か
え
り
み
て

人
文
学
会
の
諸
活
動

人
文
学
会
学
生
部
会
諸
活
動

Eine
kleine

Skizze
u

‥berK
afkas
Entw

icklung

英
語
週
日
名
の
語
源
（
一
）

A
nd

連
用
の
構
文
に
つ
い
て

○
第
五
十
六
集
（
一
九
七
三
年
九
月
発
行
）

言
語
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
・
原
理
論
（
五
）
―

ス
ピ
ノ
ザ
の
国
家
観
（
八
）

孤
独
と
文
学
（
そ
の
七
）―

反
逆
児
バ
イ
ロ
ン
―

京
浜
に
お
け
る
都
市
問
題
の
系
譜
（
五
）

―
関
東
大
震
災
と
横
浜
復
興
（
二
）
―

欧
化
と
国
粋

英
語
週
日
名
の
語
源
（
二
）

「
随
想
録
」
と
幽
愁
の
系
譜
（
一
）

Friedrich
N
aum

ann,dasdeutsche

山
本
　
新

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

山
田
　
操

三
宅
正
樹

山
本
　
新

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

近
藤
正
栄

江
頭
輝
雄

山
田
　
操

三
宅
正
樹

秋
山
勇
造

山
本
　
新

KoheiNakam
ura

荒
井
義
明

東
　
保
憲

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

近
藤
正
栄

山
田
　
操

山
本
　
新

荒
井
義
明

佐
々
木
茂
美
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Ⅱ
―
主
と
し
て
方
法
論
に
関
し
て
―

〈
紹
　
　
介
〉
シ
ャ
イ
ブ
リ
ー
編

「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
」

（
四
）エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ィ

ッ
カ
ー「
小
林
秀
雄
論
」（
そ
の
一
）

山
上
の
垂
訓

―
英
語
訳
聖
書
と
宗
教
的
ド
グ
マ（
３
）―

○
第
五
十
九
集
（
一
九
七
四
年
五
月
発
行
）

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
農
地
改
革
の
特
質

米
国
に
お
け
る
言
語
学
と
心
理
学
の
間
（
中
）

―
言
語
心
理
学
へ
の
道
標
―

相
模
国
府
の
所
在
に
つ
い
て

〈
紹
　
　
介
〉
シ
ャ
イ
ブ
リ
ー
編

「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
」

（
四
）エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ィ

ッ
カ
ー「
小
林
秀
雄
論
」（
そ
の
二
）

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
の

〈
宗
教
感
情
〉
に
つ
い
て

Ｃ
Ａ
Ｉ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
研
究

―
デ
ザ
イ
ン
と
構
成
上
の
原
則
に
つ
い
て
―

Friedrich
N
aum

ann,dasdeutsche
K
aiserreich

unterW
ilhelm

.und

K
aiserreich

unterW
ilhelm

.
und

Japan
vorderN

iederlage
des

Jahres
1
9
4
5

―Eine
Studie

u

‥berFriedrich
N
aum

ann
m
itbesonderer

Beru

‥cksichtigung
derjapanischen

Geistesw
elt

―

○
第
五
十
七
集
（
一
九
七
三
年
十
一
月
発
行
）

言
語
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
、原
理
論（
六
）―

ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
国
家
と
自
然

米
国
に
お
け
る
言
語
学
と
心
理
学
の
間
（
上
）

―
言
語
心
理
学
へ
の
道
標
―

〈
紹
　
　
介
〉
シ
ャ
イ
ブ
リ
ー
編

「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
化
」

（
三
）
ロ
バ
ー
ト
Ｈ
・
ブ
ラ
ウ
ァ
ー

「
正
岡
子
規
と
短
歌
の
改
革
」

○
第
五
十
八
集
（
一
九
七
四
年
一
月
発
行
）

言
語
の
テ
キ
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト

―
思
想
史
的
破
壊
の
覚
書
、原
理
論（
七
）―

ホ
ッ
ブ
ズ
と
ス
ピ
ノ
ザ

M
asakiM

iyake

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

伊
藤
克
敏

秋
山
勇
造

神
川
正
彦

工
藤
喜
作

秋
山
勇
造

近
藤
正
栄

石
井
陽
一

伊
藤
克
敏

木
下
　
良

秋
山
勇
造

佐
藤
夏
生

島
田
昌
幸

¿
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―
「
法
の
哲
学
」
を
中
心
に
―

中
世
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る

ユ
ダ
ヤ
人
の
役
割
に
つ
い
て

孤
独
と
文
学
　
―
理
想
美
追
求
の
シ
ェ
リ
―

接
尾
語-le,-er

を
持
つ
動
詞
（
一
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
逍
遙
篇
」

（T
he

Excursion

）
に
関
す
る
一
考
察

○
第
六
十
二
集
（
一
九
七
五
年
六
月
発
行
）

ホ
ッ
ブ
ズ
の
コ
ナ
ツ
ス

転
換
期
の
ソ
連
外
交
　
―
課
題
と
展
望
―

古
文
辞
学
と
国
学
―
宣
長
学
成
立
の
基
盤
―

英
語
教
育
の
中
の
評
価
（
そ
の
一
）

―Criterion-referenced
T
est

―

個
別
学
習
機
器
と
そ
の
評
価
（
一
）

○
第
六
十
三
集
（
一
九
七
五
年
十
月
発
行
）

ヘ
ー
ゲ
ル
と
イ
ン
ド
哲
学

難
民
の
概
念

Ａ
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー

―
文
学
と
科
学
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

米
国
に
お
け
る
言
語
学
と
心
理
学
（
下
）

―
言
語
心
理
学
へ
の
道
標
―

Japan
vorderN

iederlage
desJahres

1
9
4
5

―Eine
Studie

u

‥berFriedrich
N
aum

ann
m
itbesondererBeru

‥

cksichtigung
derjapanischen

Geistesw
elt

―T
eil

2.

○
第
六
十
集
（
一
九
七
四
年
十
一
月
発
行
）

二
つ
の
疎
外
の
構
造

―
メ
ル
ヴ
ィ
ル
「
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
」
論
―

ホ
ッ
ブ
ズ
の
方
法

日
向
国
府
の
変
遷

移
民
と
移
住
者
の
概
念

―
用
語
の
変
遷
と
そ
の
歴
史
的
背
景
―

古
医
方
と
国
学
―
国
学
の
成
立
の
基
盤
―

オ
ネ
ッ
テ
ィ
の
「
井
戸
」
を
め
ぐ
っ
て

―
現
代
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
文
学
覚
書
―

『
テ
ィ
ン
タ
ン
・
ア
ベ
ー
』
考

○
第
六
十
一
集
（
一
九
七
五
年
一
月
発
行
）

谷
崎
潤
一
郎
の
歴
史
小
説

―
主
と
し
て
「
聞
書
抄
」
に
つ
い
て
―

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
共
和
国
と
ス
ピ
ノ
ザ

ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
育
観
に
つ
い
て
（
一
）

M
asakiM

iyake

向
井
俊
二

工
藤
喜
作

木
下
　
良

石
井
陽
一

佐
野
正
巳

大
林
文
彦

岩
崎
豊
太
郎

前
川
清
太
郎

工
藤
喜
作

黒
沢
惟
昭

藤
田
一
成

近
藤
正
栄

荒
井
義
明

岩
崎
豊
太
郎

工
藤
喜
作

中
西
　
治

佐
野
正
巳

大
友
賢
二

島
田
昌
幸

湯
田
　
豊

石
井
陽
一

須
藤
　
明

伊
藤
克
敏
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'T
hingsrank

and
grossin

nature'

―A
study

ofH
am

letin
term

sof
m
elancholy

（
１
）

○
第
六
十
六
集
（
一
九
七
七
年
一
月
発
行
）

社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
「
機
能
転
換
」（
上
）

―
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
教
育
思
想
研
究（
一
）―

社
会
教
育
の
国
家
論

―
二
つ
の
社
会
教
育
の
媒
介
の
論
理
―

ト
イ
ン
ビ
ー
の
ル
ネ
サ
ン
ス
観

セ
ー
サ
ル
・
バ
リ
エ
ッ
ホ
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
そ
の
一
―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
逍
遙
篇
」

（T
he

Excursion

）に
関
す
る
一
考
察（
四
）

○
第
六
十
七
集
（
一
九
七
七
年
四
月
発
行
）

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
人
シ
ャ
ー
ン
デ
ィ
リ
ヤ

―
再
評
価
―

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
構
造

社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
の
「
機
能
転
換
」（
下
）

―
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
教
育
思
想
研
究
（
二
）
―

ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
育
観
に
つ
い
て
（
二
）

―
『
法
の
哲
学
』
を
中
心
に
―

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
マ
ー
カ
ス
・
ガ
ー
ヴ
ェ
イ
の
幻
の
国
家

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
逍
遙
篇
」

（T
he

Excursion

）に
関
す
る
一
考
察（
二
）

A
uto

Sacram
ental

〈
ø
〉

（
聖
餮
神
秘
劇
）
そ
の
型
式
と
定
義

○
第
六
十
四
集
（
一
九
七
六
年
四
月
発
行
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
「
書
簡
集
」
の
研
究

イ
ン
ド
論
理
学
入
門
（
上
）

十
八
世
紀
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
農
業
問
題
の
本
質

―
土
地
所
有
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
―

永
井
荷
風
　
―
詩
心
の
ゆ
く
え
―

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
逍
遙
篇
」

（T
he

Excursion

）
に
関
す
る
一
考
察（
三
）

A
uto

Sacram
ental

〈
¿
〉

Exam
en

Sacrum

と
題
す
る
一
篇
に
つ
い
て

○
第
六
十
五
集
（
一
九
七
六
年
九
月
発
行
）

老
人
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
お
け
る
職
業
人
の
人
間
像

イ
ン
ド
論
理
学
入
門
（
下
）

高
度
宗
教
の
本
質
剥
離

〈
資
料
紹
介
〉
マ
リ
オ
・
Ａ
・
マ
ナ
コ
ル
ダ

「
グ
ラ
ム
シ
の
教
育
思
想
」

疋
田
三
良

岩
崎
豊
太
郎

岩
根
圀
和

工
藤
喜
作

湯
田
　
豊

藤
田
一
成

秋
山
勇
造

岩
崎
豊
太
郎

岩
根
圀
和

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

山
本
　
新

黒
沢
惟
昭

TsuyoshiHashimoto

森
田
尚
人

黒
沢
惟
昭

山
本
　
新

大
林
文
彦

岩
崎
豊
太
郎

湯
田
　
豊

藤
田
一
成

森
田
尚
人

黒
沢
惟
昭
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―
特
に
そ
の
直
線
的
路
線
形
態
に
つ
い
て
―

イ
ン
ド
唯
物
論
に
つ
い
て

―
サ
ル
ヴ
ァ
・
ダ
ル
シ
ャ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ

第
一
章
唯
物
論
の
哲
学
体
系
―

接
頭
辞se-

を
持
つ
英
語
派
生
動
詞

ア
ー
サ
ー
・
ミ
ラ
ー
劇
に
お
け
る

イ
プ
セ
ン
的
回
想
構
成
の
展
開
（
Ⅱ
）

ド
イ
ツ
亡
命
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

（
一
九
三
三
〜
一
九
三
八
）（
Ⅰ
）

○
第
七
十
一
集
（
一
九
七
八
年
九
月
発
行
）

心
理
的
な
も
の
と
理
念
的
な
も
の

―
フ
ッ
サ
ー
ル
著
「
数
の
概
念
に
つ
い
て
」

論
文
の
一
考
察
―

ヤ
コ
ー
ビ
に
お
け
る
直
接
知
と
し
て
の
信
仰

『
屠
殺
場
五
号
』
・
戦
争
と
平
和
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

文
学
の
二
性
性
相
原
理
と
中
世
文
学

―
文
学
批
判
の
原
理
と
英
文
学
（
一
）―

昭
和
五
十
二
年
度
　
人
文
学
会
活
動
報
告

Itala

とV
ulgata

俗
ラ
テ
ン
語
研
究
（
Ⅰ
）

○
第
七
十
二
集
（
一
九
七
九
年
一
月
発
行
）

ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
考
（
そ
の
二
）

○
第
六
十
八
集
（
一
九
七
七
年
十
一
月
発
行
）

ス
ピ
ノ
ザ
の
形
面
上
学
、
認
識
、
宗
教
に
つ
い
て

〈
没
後
三
〇
〇
年
を
記
念
し
て
〉

ヤ
ー
ジ
ニ
ャ
ヴ
ァ
ル
キ
ヤ
Ⅱ
―
形
面
上
学
―

開
拓
者
の
後
裔―

『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
』
考
―

ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
考
（
そ
の
一
）

―
ガ
ー
ヴ
ェ
イ
イ
ズ
ム
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
―

接
頭
辞ab-

を
持
つ
英
語
派
生
動
詞

セ
ー
サ
ル
・
バ
リ
ェ
ッ
ホ
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
そ
の
二
―

○
第
六
十
九
集
（
一
九
七
八
年
三
月
発
行
）

『
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
』
・
女
と
男
性
社
会

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
存
在
の
問
題
に
つ
い
て

ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
変
質

―
コ
ン
ベ
ル
ソ
大
量
出
現
の
背
景
―

接
頭
辞per-

を
持
つ
英
語
派
生
動
詞

『
グ
ラ
ス
ミ
ア
の
居
住
』（H

om
e
at

Grasm
ere

）
に
関
す
る
一
考
察
（
上
）

○
第
七
十
集
（
一
九
七
八
年
三
月
発
行
）

日
本
古
代
官
道
の
復
原
的
研
究
に
関
す
る
諸
問
題

工
藤
喜
作

湯
田
　
豊

向
井
俊
二

疋
田
三
良

荒
井
義
明

大
林
文
彦

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

藤
田
一
成

荒
井
義
明

岩
崎
豊
太
郎

木
下
　
良

湯
田
　
豊

荒
井
義
明

鈴
木
英
允

中
村
浩
平

鈴
木
修
一

工
藤
喜
作

向
井
俊
二

近
藤
正
栄

太
田
強
正



83 機関誌『人文研究』総目録

接
頭
辞pro-

を
持
つ
英
語
派
生
動
詞
（
二
）

○
第
七
十
四
集
（
一
九
七
九
年
十
月
発
行
）

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
一
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

ク
ラ
タ
ー
事
件
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
完
成

―
『
冷
血
』
論
―

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

―
古
代
イ
ン
ド
の
呪
術
の
世
界
―

『
グ
ラ
ス
ミ
ア
の
住
居
』（Hom

e
atGrasm

ere

）

に
関
す
る
一
考
察
（
下
）

○
第
七
十
五
集
（
一
九
八
〇
年
二
月
発
行
）

「
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
」
の
童
話
の
考
察

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
二
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
の
二
つ
の
流
れ
（
中
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
三
）―

初
期
仏
教
―
再
検
討
―

M
ississipiD

iary
接
尾
辞-le,-er

を
持
つ
動
詞
（
二
）

―
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ズ
リ
ム
ズ
を
加
え
て
―

ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
の
二
つ
の
流
れ
（
上
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
二
）―

ホ
ー
ル
デ
ン
・
コ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る

反
抗
と
成
熟

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
の
創
造
讃
歌
に
つ
い
て

ト
ル
コ
の
欧
化
に
よ
る
世
俗
化

ヤ
コ
ー
ビ
に
お
け
る
理
性
と
悟
性

接
頭
辞pro-

を
持
つ
英
語
派
生
動
詞
（
一
）

積
木
分
類
課
題
に
お
け
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
タ
イ
ル：

日
米
の
母
親
と
教
師
の
比
較

○
第
七
十
三
集
（
一
九
七
九
年
三
月
発
行
）

シ
ェ
リ
ン
グ
研
究
序
説

『
自
我
に
つ
い
て
』
を
中
心
に
し
て

類
型
化
と
理
念
化

宇
佐
見
水
伝
記
考
証
序
説

「
三
言
」
の
一
特
質

―
「
士
人
出
世
談
」
を
め
ぐ
っ
て
―

北
攝
農
村
の
農
地
改
革
―
箕
面
市
の
場
合
―

昭
和
五
十
三
年
度
　
人
文
学
会
活
動
報
告

ElA
lcalde

de
Zalam

ea,

籾
殻
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

疋
田
三
良

近
藤
正
栄

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

山
本
　
新

工
藤
喜
作

荒
井
義
明

渡
邊
恵
子

工
藤
喜
作

鈴
木
修
一

佐
野
正
巳

山
口
建
治

宮
井
　
隆

岩
根
圀
和

荒
井
義
明

青
木
康
征

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

岩
崎
豊
太
郎

小
泉
公
史

青
木
康
征

近
藤
正
栄

湯
田
　
豊

E.M
.Carm

ichael

荒
井
義
明
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―
感
情
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
の
問
題
を

中
心
と
し
て
―

初
期
マ
ル
ク
ス
の
人
間
＝
社
会
＝
教
育
観

―
現
代
教
育
学
批
判
序
説
―

バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
の
倫
理
思
想

合
理
主
義
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
文
学
（
上
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
五
）
―

積
木
分
類
課
題
に
お
け
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ス
タ
イ
ル
―
そ
の
二：

事
例
研
究

○
第
七
十
九
集
（
一
九
八
一
年
四
月
発
行
）

ビ
ー
ア
マ
ン
事
件
以
後
（
上
）

―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
批
判
派
の
動
向
―

満
州
移
民
と
農
地
改
革

―
長
野
県
旧
大
日
向
村
の
事
例
―

ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
哲
学

再
び
ス
ペ
イ
ン
語
の
再
帰
文
に
つ
い
て

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
『
マ
イ
ケ
ル
』
に
つ
い
て

バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前
派
劇

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ダ
」
に
つ
い
て
の
考
察

EL
LEN

GU
A
JE

CO
LO

Q
U
IA

L
U
na

introducci Ón

○
第
七
十
六
集
（
一
九
八
〇
年
四
月
発
行
）

マ
ラ
マ
ッ
ド
の
文
学
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人

ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
の
二
つ
の
流
れ
（
下
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
四
）―

接
尾
辞-le,-er

を
持
つ
動
詞
（
三
）

Itala

とV
ulgata

俗
ラ
テ
ン
語
研
究
（
Ⅱ
）

ド
イ
ツ
亡
命
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

（
一
九
三
三
〜
一
九
三
八
）（
Ⅱ
）

○
第
七
十
七
集
（
一
九
八
〇
年
九
月
発
行
）

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
のFortuna

とV
irttu

に
つ
い
て

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
教
義

マ
ラ
マ
ッ
ド
の
文
学
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
（
続
）

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
三
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

ヘ
ー
ゲ
ル
の
教
育
観
に
つ
い
て
（
三
）

―
『
法
の
哲
学
』
を
中
心
に
―

文
学
と
文
明

故
　
山
本
　
新
先
生
を
悼
む

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
に
お
け
る
死

○
第
七
十
八
集
（
一
九
八
一
年
二
月
発
行
）

悲
劇
的
効
果
の
一
断
面
（
一
）

向
井
俊
二

近
藤
正
栄

荒
井
義
明

太
田
強
正

中
村
浩
平

工
藤
喜
作

湯
田
　
豊

向
井
俊
二

青
木
康
征

黒
沢
惟
昭

山
本
　
新

工
藤
喜
作

佐
藤
夏
生

鈴
木
英
允

黒
沢
惟
昭

湯
田
　
豊

近
藤
正
栄

渡
邊
恵
子

塚
田
眞
幸

宮
井
　
隆

湯
田
　
豊

橘
川
慶
二

岩
崎
豊
太
郎

小
泉
公
史

Jos é
A
.
M
ill án
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中
心
と
し
て
―

イ
ス
パ
ニ
ダ
ー
の
歴
史
的
系
譜

古
典
的
サ
ー
ン
キ
ヤ
の
体
系

V
ariosaspectosdellenguaje

coloquialy
su

im
portancia

○
第
八
十
三
集
（
一
九
八
二
年
九
月
発
行
）

中
世
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
・
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
没
落

―
迫
害
の
爪
痕
―

ヨ
ー
ガ

社
会
化
と
個
人
の
主
体
性
（
上
）

―
ジ
ン
メ
ル
社
会
学
の
再
検
討
―

ホ
ッ
ブ
ス
に
お
け
る
実
体
と
偶
有
性

ス
タ
ー
ル
夫
人
の
神
秘
主
義
に
つ
い
て

○
第
八
十
四
集
（
一
九
八
三
年
一
月
発
行
）

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
個
体
概
念

中
観
と
唯
識

『
金
瓶
梅
』
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
（
一
）

―『
水
滸
伝
』
と
の
重
複
部
分
を
中
心
に
―

社
会
と
個
人
の
主
体
性
（
下
）

―
ジ
ン
メ
ル
社
会
学
の
再
検
討
―

Elverbo
seren

elenspan~olcoloquial

○
第
八
十
集
（
一
九
八
一
年
十
月
発
行
）

社
会
教
育
に
お
け
る
国
家
の
問
題

―
小
川
社
会
教
育
論
の
検
討
を
通
し
て
―

ニ
ヤ
ー
ヤ
学
派
の
認
識
論
と
倫
理
学

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
四
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

左
大
文
学
地
域
に
お
け
る
シ
ン
ル
イ
意
識

―
シ
ン
ル
イ
構
造
・
呼
称
・

伝
統
行
事
と
の
関
連
―

○
第
八
十
一
集
（
一
九
八
二
年
一
月
発
行
）

ユ
ダ
ヤ
社
会
再
生
の
気
運

合
理
主
義
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
文
学
（
下
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
六
）
―

こ
ど
も
の
言
語
発
達
と
家
庭
環
境

そ
の
一
　
こ
ど
も
の
言
語
発
達
測
定
具
の
再
検
討

重
回
帰
分
析
に
よ
る
英
語
能
力
再
考

《
デ
ル
フ
ィ
ー
ヌ
》
か
ら
《
コ
リ
ン
ヌ
》
へ

小
説
に
お
け
る
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
宗
教
観
の
軌
跡

○
第
八
十
二
集
（
一
九
八
二
年
二
月
発
行
）

悲
劇
的
効
果
の
一
断
面
（
Ⅱ
）

―
感
情
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
の
問
題
を

黒
沢
惟
昭

湯
田
　
豊

青
木
康
征

和
崎
春
日

藤
田
一
成

近
藤
正
栄

渡
邊
恵
子

大
友
賢
二

佐
藤
夏
生

鈴
木
英
允

石
井
陽
一

湯
田
　
豊

Jos é
A
.
M
ill án

藤
田
一
成

湯
田
　
豊

横
倉
節
夫

工
藤
喜
作

佐
藤
夏
生

工
藤
喜
作

湯
田
　
豊

鈴
木
陽
一

横
倉
節
夫

Jos é
A
.
M
ill án
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高
度
技
術
社
会
に
お
け
る
日
本
的
経
営
と
労
働
者

W
illiam

M
orris

ユ
ー
ト
ピ
ア

「
無
何
有
郷
だ
よ
り
」
の
研
究

○
第
八
十
八
集
（
一
九
八
四
年
三
月
発
行
）

近
代
合
理
主
義
文
学
（
前
期
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
八
）
―

ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
村
儀
式
殺
人
事
件
（
二
）

―
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
血
の
中
傷
―

「
拍
案
驚
奇
」
に
描
か
れ
た
女
性

―
聞
蜚
蛾
の
場
合
―

ト
イ
ン
ビ
ー
と
宗
教
（
二
）

〈
書
　
　
評
〉『
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の
興
亡
』

一
四
六
九
〜
一
七
一
六

W
alterPater

の
短
篇
小
説
に
お
け
る

特
質
の
考
察

歴
史
学
と
歴
史
人
口
学
（
そ
の
二
）

○
第
八
十
九
集
（
一
九
八
四
年
九
月
発
行
）

近
代
合
理
主
義
文
学
（
後
期
）

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
九
）―

グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
を
回め

ぐ
る

若
干
の
問
題
点
（
上
）

○
八
十
五
集
（
一
九
八
三
年
三
月
発
行
）

フ
ィ
ヒ
テ
の
「
自
己
規
定
へ
の
要
請
」
に
つ
い
て

ロ
マ
ン
主
義
文
学

―
文
学
批
評
の
原
理
と
英
文
学
（
七
）
―

Elverbo
seren

elespan~olcoloquial

歴
史
学
と
歴
史
人
口
学
（
そ
の
一
）

○
第
八
十
六
集
（
一
九
八
三
年
九
月
発
行
）

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
血
の
中
傷

―
儀
式
殺
人
お
よ
び
聖
体
冒

を
め
ぐ
っ
て
―

地
域
区
分
論
か
ら
類
型
論
へ

―
研
究
史
的
反
省
か
ら
―

あ
る
幻
影
の
未
来
　
―
フ
ロ
イ
ト
と
宗
教
―

こ
ど
も
の
言
語
発
達
と
家
庭
環
境

そ
の
二
　
家
庭
環
境
要
因
の
言
語
能
力
群
差
の
分
析

○
第
八
十
七
集
（
一
九
八
三
年
十
二
月
発
行
）

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
五
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

内
村
鱸
香
伝
記
考
証
序
説
〔
上
〕

ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
村
儀
式
殺
人
事
件
（
一
）

―
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
血
の
中
傷
―

ト
イ
ン
ビ
ー
と
宗
教
（
一
）

工
藤
喜
作

近
藤
正
栄

Jos é
A
.
M
ill án

岡
島
千
幸

藤
田
一
成

宮
井
　
隆

湯
田
　
豊

渡
邊
恵
子

青
木
康
征

佐
野
正
巳

藤
田
一
成

湯
田
　
豊

横
倉
節
夫

小
泉
公
史

近
藤
正
栄

藤
田
一
成

山
口
建
治

湯
田
　
豊

宮
井
　
隆

小
泉
公
史

岡
島
千
幸

近
藤
正
栄
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起
源
へ
の
夢

『
言
い
誤
り
の
心
理
言
語
学
的
考
察
』

二
つ
の
「
羊
飼
い
の
劇
」

―
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ガ
ル
キ
オ
と
マ
ッ
ク（
Ⅱ
）―

○
第
九
十
二
集
（
一
九
八
五
年
九
月
発
行
）

西
洋
哲
学
史
の
学
び
方

コ
メ
ニ
ュ
ウ
ス
・
ル
ソ
の「
自
然
」と「
教
育
」（
上
）

―
鈴
木
秀
勇
教
授
の

教
育
研
究
方
法
意
識
に
触
れ
つ
つ
―

わ
れ
わ
れ
と
は
何
か

―
現
象
学
に
お
け
る
「
共
同
人
間
存
在
」
の
問
題
―

○
第
九
十
三
集
　
前
川
清
太
郎
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
八
五
年
十
二
月
発
行
）

明
治
末
年
の
鴎
外

抒
情
詩
の
表
現
様
式

―
「
四
季
」
派
に
お
け
る
主
体
と
時
間
の
展
開
―

『
西
遊
記
』
と
神
話
・
祭
祀

―
「
人
参
果
物
語
」
の
読
み
方
―

内
村
鱸
香
伝
記
考
証
序
説
《
中
》

読
書
の
現
象
学
へ
の
序
説

エ
ズ
メ
の
苦
界

―
片
桐
薫『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
の
可
能
性
』

を
読
ん
で
―

詩
劇
と
伝
統

―
『
元
老
』か
ら
み
た

Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
の
文
学
像
―

○
第
九
十
集
（
一
九
八
四
年
十
二
月
発
行
）

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
論
理
と
効
用

―''Soldier'sH
om

e''

を
中
心
に
―

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
に
つ
い
て

GlosasSilenses

研
究
　
Ⅰ

二
つ
の
「
羊
飼
い
の
劇
」

―
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ガ
ル
キ
オ
と
マ
ッ
ク（
Ⅰ
）―

〈
研
究
懇
話
会
報
告
〉
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン・オ
デ
ュ
ッ
セ
イ

（
一
九
七
七
〜
一
九
八
二
）

○
第
九
十
一
集
（
一
九
八
五
年
二
月
発
行
）

『
息
子
と
恋
人
』
の
一
側
面

―
父
と
母
と
子
の
関
係
―

中
世
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
王
族
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
関
係

―
ユ
ダ
ヤ
人
侍
医
を
め
ぐ
っ
て
―

ヘ
ー
ゲ
ル
と
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ
ン
主
義

黒
沢
惟
昭

ジ
ョ
ン
・
ボ
チ
ャ
ラ
リ

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

太
田
強
正

橋
本
　
侃

小
川
水
尾

江
頭
輝
雄

藤
田
一
成

伊
坂
青
司

鈴
木
修
一

伊
藤
克
敏

橋
本
　
侃

湯
田
　
豊

黒
沢
惟
昭

鈴
木
修
一

前
川
清
太
郎

高
野
繁
男

鈴
木
陽
一

佐
野
正
巳

鈴
木
修
一
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―
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ク
リ
ッ
チ
の
場
合
―

エ
ピ
ク
ロ
ス
思
想
の
成
立
を
探
ね
て

―
そ
の
生
き
方
と
人
間
観
と
を
中
心
に
―

旧
約
聖
書

文
学
作
品
に
つ
い
て
の
言
語
学
的

文
体
論
の
一
考
察

EN
CO

U
N
T
ERW

IT
H
CO

LIN
PEA

CO
CK

a
psycholinguistic

approach
to

teaching
w
riting

○
第
九
十
六
集
（
一
九
八
六
年
十
二
月
発
行
）

Ａ
・
グ
ラ
ム
シ
の
市
民
社
会
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

「
人
生
は
夢
」：

セ
ヒ
ス
ム
ン
ド
の
再
生

―
胎
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
っ
て
―

《
小
林
多
喜
二
・
一
九
二
八
》
へ
の
視
角

―
活
動
写
真
と
弁
証
法
の
こ
と
―

『
翼
あ
る
蛇
』
試
論
　
―
再
生
を
求
め
て
―

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅰ
）

Children
and

theM
etaphoricalExpressions

GlosasSilenses

研
究
Ⅲ

○
第
九
十
七
集
（
一
九
八
七
年
三
月
発
行
）

―Salinger,''ForEsm
é-w

ith
Love

and
Squalor''

に
関
す
る
一
考
察
―

リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
哲
学
詩

青
春
の
模
索
―
ポ
ー
ル
・
モ
レ
ル
の
場
合
―

馮
夢
龍
と
「
開
読
の
変
」―

馮
夢
龍
事
跡
考
―

GlosasSilenses
研
究
Ⅱ

○
第
九
十
四
集
（
一
九
八
六
年
三
月
発
行
）

「
歌
行
燈
」
考

―
文
学
伝
統
と
翻
訳
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

カ
ル
デ
ロ
ン
劇
の
人
物

「
ド
ニ
ャ
・
メ
ン
シ
ー
ア
に
つ
い
て
」

人
文
研
究
と
わ
た
く
し

エ
ピ
ク
ロ
ス
が
愛
し
求
め
た
知

―
キ
ケ
ロ
の
批
判
を
介
し
て
の
考
察
―

「
幼
児
音
と
方
言
音
と
の

相
関
性
に
関
す
る
一
考
察
」

PERSO
N
A
H
U
M
A
N
A
Y
SO

CIED
A
D

en
la
filosofia

de
J.M

aritain

○
第
九
十
五
集
（
一
九
八
六
年
九
月
発
行
）

『
恋
す
る
女
た
ち
』
に
み
ら
れ
る
否
定
的
要
素

向
井
俊
二

湯
田
　
豊

江
頭
輝
雄

山
口
建
治

太
田
強
正

ジ
ョ
ン
・
ボ
チ
ャ
ラ
リ

岩
根
圀
和

湯
田
　
豊

岡
野
哲
士

伊
藤
克
敏

A
m
adeo

Illera
B.

江
頭
輝
雄

岡
野
哲
士

湯
田
　
豊

古
岩
井
嘉
蓉
子

Harum
iKurotani

黒
沢
惟
昭

岩
根
圀
和

日
高
昭
二

江
頭
輝
雄

橋
本
　
侃

古
岩
井
嘉
蓉
子

太
田
強
正
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V
U
ILA

U
M
E
autourde

la
publication

de

《M
ES

CA
H
IERS

RO
U
GES

》

言
語
学
と
民
話
の
構
造

〈
書
　
　
評
〉
小
林
一
美
著『
義
和
団
戦
争
と
明
治
国
家
』

○
第
九
十
九
集
　
小
沢
勇
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
八
七
年
十
二
月
発
行
）

小
沢
勇
教
授
略
歴
・
送
る
言
葉

地
理
学
の
総
合
的
立
場
と
国
家
社
会
の
理
念
型

脱
近
代
化
の
目
ざ
す
課
題

『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋
人
』
に
つ
い
て

―
生
命
の
優
し
さ
―

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
精
髄
（
Ⅱ
・
完
）

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅳ
）

欧
米
に
お
け
る
幼
児
言
語
習
得
研
究
の
沿
革（
上
）

日
本
語
教
育
に
関
す
る
比
較
考
察

―
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
並
び
に
日
本
の

大
学
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
―

CH
A
RLES

PEGU
Y
etM

A
X
IM

E
V
U
ILLA

U
M
E
autourde

la
publication

de

《M
ES

CA
H
IERS

RO
U
GES

》

〈
資
料
ノ
ー
ト
〉
占
領
期
大
阪
に
お
け
る
日
本

赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
（
一
断
面
）

荒
井
義
明
教
授
略
歴
・
追
悼
文

カ
ル
デ
ロ
ン
作

「
密
か
な
屈
辱
に
密
か
な
復
讐
」
な
ら
び
に

「
不
名
誉
の
絵
師
」
の
人
物

―
レ
オ
ノ
ー
ル
と
セ
ラ
フ
ィ
ー
ナ
の

罪
を
め
ぐ
っ
て
―

ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
Ｖ

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅱ
）

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
と
短
編
小
説（
上
）

―「
サ
ー
・
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
」
を
中
心
と
し
て
―

『
会
話
能
力
の
発
達
過
程
に
関
す
る
一
考
察
』

フ
ー
ル
退
場
―
問
題
劇
の
視
点
―

○
第
九
十
八
集
（
一
九
八
七
年
十
月
発
行
）

日
本
赤
十
字
奉
仕
団
成
立
史
稿
（
二
・
完
）

―
大
阪
を
中
心
と
し
て
―

安
部
公
房
の
文
体

―
『
棒
』『
砂
の
女
』
の
表
現
様
式
―

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ
の
教
育
論
へ
の
序
章

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
の
精
髄
（
Ⅰ
）

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅲ
）

CH
A
RLES

PEGU
Y
etM

A
X
IM

E

村
田
泰
彦
・
伊
藤
克
敏

岩
根
圀
和

湯
田
　
豊

橋
本
　
侃

須
藤
　
明

伊
藤
克
敏

佐
久
間
直
子

吉
原
直
樹

高
野
繁
男

黒
沢
惟
昭

湯
田
　
豊

橋
本
　
侃

KiyoshiKURATA

古
岩
井
嘉
蓉
子

山
口
建
治

東
保
憲
・
橋
本
　
侃

宮
井
　
隆

近
藤
正
栄

江
頭
輝
雄

湯
田
　
豊

橋
本
　
侃

伊
藤
克
敏

上
條
雅
子

KiyoshiKURATA
π ∏
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〈
資
　
　
料
〉『
人
文
研
究
』総
目
録
・
執
筆
者
目
録
　
他

―
日
赤
大
阪
府
支
部
奉
仕
課『
農
繁
保
育

所
関
係
書
類
』（
昭
和
二
十
六
年
度
）―

○
第
百
集
　
人
文
学
会
三
十
五
周
年

『
人
文
研
究
』
第
百
集
記
念
号

（
一
九
八
八
年
三
月
発
行
）

人
文
学
会
三
十
五
周
年
・『
人
文
研
究
』

第
百
集
を
祝
っ
て

大
衆
化
時
代
の
宗
教
―
解
放
神
学
研
究
（
一
）―

現
代
Ｄ
Ｄ
Ｒ
文
学
を
め
ぐ
る

二
、
三
の
問
題
に
つ
い
て

―
ビ
ー
ア
マ
ン
事
件
以
後
（
下
）―

欧
米
に
お
け
る
幼
児
言
語
習
得
研
究
の
沿
革
　

ブ
リ
ハ
ッ
ド
・
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
Ⅵ
・
１
―
３

―
原
典
お
よ
び
解
説
―

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅴ
）

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
土
地
と
人
の
パ
ン
セ

〈
資
料
紹
介
〉
明
治
前
期
に
於
け
る
一
真
言

宋
寺
院
の
研
究
（
そ
の
一
）

―
『
観
音
寺
日
譜
』
を
素
材
に
し
て
―

吉
原
直
樹

近
藤
正
栄

塚
田
眞
幸

伊
藤
克
敏

湯
田
　
豊

橋
本
　
侃

宮
井
　
隆

中
島
三
千
男

○
第
百
一
集
（
一
九
八
八
年
十
月
発
行
）

農
地
改
革
と
農
業
雑
記

宮
　
井
　
　
　
隆

グ
ラ
ム
シ
に
お
け
る
「
存
在

エ
ッ
セ
レ

」
と
「
当
為

ド
ヴ
ュ
ー
レ

」

│
「
実
践
の
哲
学
」
研
究
・
序
論
│
黒
　
沢
　
惟
　
昭

神
学
の
解
放
・
解
体│

解
放
神
学
研
究
（
２
）
│
近
　
藤
　
正
　
栄

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅵ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
近
代
に
お
け
る
社
家
身
分
の
再
編
過
程

│
大
山
崎
離
宮
八
幡
宮
を
素
材
と
し
て
│
中
　
島
　
三
千
男

〈
書
　
　
評
〉
上
條
雅
子・黒
沢
惟
昭・鈴
木
陽
一
共
著

『
近
代
の
再
検
討
│
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
視
点
か
ら
』
久
　
田
　
弗
　
明

○
第
百
二
集
（
一
九
八
八
年
十
二
月
発
行
）

マ
イ
・
シ
カ
ゴ
・
ス
ト
ー
リ
ー

│
１
９
２
０
年
代
都
市
的
世
界
│
青
　
原
　
直
　
樹

エ
ピ
ク
ロ
ス
思
想
に
お
け
る
「
思
慮

プ
ロ
ネ
ー
シ
ス」

│「
哲
学
す
る
」
こ
と
を
再
検
討
す
る
試
み
│

岡
　
野
　
哲
　
士

反
キ
リ
ス
ト
（
１
）

湯
　
田
　
　
　
豊

第
三
革
命
の
神
話

│
解
放
神
学
研
究
（
３
）
│
近
　
藤
　
正
　
栄

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅶ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

山
田
　
操
・
向
井
俊
二

大
林
文
彦
・
神
川
正
彦

中
西
　
治
・
工
藤
喜
作

前
川
清
太
郎
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近
代
ス
ペ
イ
ン
の
一
局
面

│
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
の
遷
都
を
め
ぐ
っ
て
│

藤
　
田
　
一
　
成

反
キ
リ
ス
ト
（
２
）

湯
　
田
　
　
　
豊

大
衆
宗
教
の
無
脊
椎
化

│
解
放
神
学
研
究
（
５
）
│

近
　
藤
　
正
　
栄

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ｘ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

○
第
百
五
集
（
一
九
八
九
年
十
二
月
発
行
）

反
キ
リ
ス
ト
（
３
）

湯
　
田
　
　
　
豊

擬
装
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

│
解
放
神
学
研
究
（
６
）
│

近
　
藤
　
正
　
栄

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究
』（
そ
の
六
）

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て

│
「
ト
ス
カ
ネ
リ
の
書
簡
」（
下
）
│

青
　
木
　
康
　
征

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
一
）

│
バ
イ
ロ
ン
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

〈
自
由
〉
あ
る
い
は
〈
圧
制
〉
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
…
）

橋
　
本
　
　
　
侃

GlosasSilenses

研
究
Ⅳ

太
　
田
　
強
　
正

〈
学
会
報
告
〉
第
36
回
日
本
社
会
教
育
学
会開

催
状
況

黒
　
沢
　
惟
　
昭

〈
書
　
　
評
〉
黒
沢
惟
昭
著『
国
家
と
道
徳
・
教
育

│
物
象
化
事
象
を
読
む
│
』
井
　
上
　
　
　
正

T
hom

asM
iddleton'sCom

ediesand
the

M
orality

Convention
H
iroko

O
kuda

王
権
と
女
性
排
除

│M
acbeth

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
│

佐
久
間
　
直
　
子

○
第
百
三
集
（
一
九
八
九
年
三
月
発
行
）

「
思
想
戦
」
の
論
理
と
操
作
性

渋
　
谷
　
重
　
光

占
領
期
横
浜
に
お
け
る
町
内
会
の
一
動
向

│
弘
報
委
員
会
の
創
設
過
程
を
中
心
と
し
て
│

青
　
原
　
直
　
樹

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅷ
・
Ⅸ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

歴
史
と
救
済
史
　
│
解
放
神
学
研
究
（
４
）

近
　
藤
　
正
　
栄

RobertA
rm

in

はH
am

let

で
何
を
演
じ
た
か

│Shakespeare

と
１
６
０
０
年
頃
の

ロ
ン
ド
ン
演
劇
界
│

佐
久
間
　
直
　
子

〈
書
　
　
評
〉
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
に

関
す
る
若
干
の
問
題
点

│
松
田
博
編
『
グ
ラ
ム
シ
を
読
む
』
を
読
ん
で
│

黒
　
沢
　
惟
　
昭

○
第
百
四
集
　
宮
井
隆
教
授
追
悼
号

（
一
九
八
九
年
十
月
発
行
）

官
井
隆
教
授
略
歴
・
業
績
一
覧

追
悼
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
　
操
・
和
崎
春
日

黒
沢
惟
昭
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〈
学
会
報
告
〉
第
２
回
社
会
主
義
理
論
学
会

○
第
百
八
集
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
発
行
）

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
宗
教
思
想
（
１
）

│
霊
の
夜
の
賛
歌
│

倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
四
）

│
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
「
古
典
学
者
」

ト
マ
ス
・
コ
リ
ヤ
ッ
ト
の
見
た

１
６
０
８
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

鳥
　
越
　
輝
　
昭

チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

第
３
章
お
よ
び
第
４
章
　
│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅳ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
講
演
記
録
〉
石
井
部
隊
と
白
木
医
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

常
　
石
　
敬
　
一

〈
講
演
記
録
〉
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
戦

粟
　
屋
　
憲
太
郎

〈
特
別
寄
稿
〉
東
欧
革
命
か
ら

世
界
の
民
衆
は
何
を
学
ぶ
か

加
　
藤
　
哲
　
朗

〈
英
　
　
訳
〉「
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て

秋
　
山
　
勇
　
造

○
第
百
九
集
（
一
九
九
一
年
三
月
発
行
）

日
本
の
宗
教
　
│
そ
の
本
質
お
よ
び
発
展
│

湯
　
田
　
　
　
豊

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
宗
教
思
想
（
二
）

│
托
身
（
受
肉
）
論
│

倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
化
人
た
ち
（
五
）

吉
原
直
樹
著『
戦
後
改
革
と
地
域
住

民
組
織
│
占
領
下
の
都
市
町
内
会
』
藤
　
田
　
弘
　
夫

○
第
百
六
集
（
一
九
九
〇
年
三
月
発
行
）

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
と
短
編
小
説

（
中
の
一
）│
揶
揄
と
風
刺
の
諸
相
（
前
期
）
│

須
　
藤
　
　
　
明

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
二
）

│
バ
イ
ロ
ン
と
先
行
の
四
人
の
文
学
者

鳥
　
越
　
輝
　
昭

ブ
リ
ハ
ド
ア
ー
ラ
ニ
ヤ
カ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
Ⅵ
・
４
│
５

│
原
典
お
よ
び
解
説
│

湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
 
）

橋
　
本
　
　
　
侃

弾
詞
『
義
妖
伝
』
校
注
試
稿
（
一
）

山
口
建
治
・
氷
上
　
正

○
第
百
七
集
（
一
九
九
〇
年
十
月
発
行
）

旧
外
地
に
お
け
る
中
国
語
教
育

│
東
北
地
区
を
除
く
中
国
に
お
け
る
状
況
│

那
　
須
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
化
人
た
ち
（
三
）

│
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
バ
イ
ロ
ン
、
そ
し
て

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の〈
陽
気
さ
〉と〈
圧
政
〉
鳥
　
越
　
輝
　
昭

チ
ャ
ー
ン
ド
ギ
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、

第
１
章
お
よ
び
第
２
章
　
│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│

湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ｘ
Ⅲ
）
橋
　
本
　
　
　
侃
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│
密
告
者
を
巡
っ
て
│
岩
　
根
　
圀
　
和

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
１
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
十
一
集
（
一
九
九
一
年
十
二
月
発
行
）

恋
物
語
に
お
け
る
超
自
然
的
イ
メ
ー
ジ
の
意
味

│
人
間
と
神
の
恋
と

人
間
と
妖
怪
の
恋
を
め
ぐ
っ
て
│
張
　
　
　
　
　
競

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
宗
教
思
想
（
四
）

│
叙
事
詩『
エ
ヴ
ァ
』の
構
想
と
そ
の
神
学
│

倉
　
田
　
　
　
清

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅵ
Ａ
）
橋
　
本
　
　
　
侃

チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
第
５
章
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
明
治
期
に
お
け
る
ポ
ウ
の
翻
訳

秋
　
山
　
勇
　
造

大
学
制
度
と
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派

佐
　
藤
　
朋
　
之

○
第
百
十
二
集
　
那
須
清
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
二
年
三
月
発
行
）

私
と
中
国
語

那
　
須
　
　
　
清

鬼
来
迎
二
考
│
日
本
に
お
け
る
仏
教
芸
能
の
一
表
現
│

吉
　
川
　
良
　
和

語
り
も
の
『
白
蛇
伝
』
の
民
俗

│
弾
詞
『
義
妖
伝
』
研
究
覚
書
（
一
）
│
山
　
口
　
建
　
治

「
阿
Ｑ
正
伝
」
と
「
藤
野
先
生
」
に
つ
い
て

尾
　
上
　
兼
　
英

魯
迅
「
阿
長
と
『
山
海
経
』」
を
め
ぐ
っ
て

│
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
コ
リ
ヤ
ッ

ト
、
モ
リ
ソ
ン
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の〈
堕
落
〉
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅴ
）
橋
　
　
本
　
　
侃

〈
書
　
　
評
〉
日
本
社
会
教
育
学
会
編

『
現
代
的
人
権
と
社
会
教
育
』
嶺
　
井
　
正
　
也

○
第
百
十
集
（
一
九
九
一
年
十
月
発
行
）

シ
ョ
ウ
に
至
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
劇
の
推
移
に
つ
い
て

小
　
泉
　
公
　
史

辺
境
文
化
の
南
下
と
新
し
い
恋

│
『
紅
楼
夢
』
を
め
ぐ
っ
て
張
　
　
　
　
　
競

パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』

湯
　
田
　
　
　
豊

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
宗
教
思
想
（
三
）

│
自
由
と
恩
寵
│
倉
　
田
　
　
　
清

オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
と
短
編
小
説

（
中
の
二
）
│
揶
揄
を
免
れ
た
主
人
公
│
須
　
藤
　
　
　
明

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
六
）

│
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ラ
セ
ル

ズ
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宗
教
、
政
治
、

そ
し
て
魅
力
の
衰
え
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅵ
）
橋
　
本
　
　
　
侃

弾
詞
『
義
妖
伝
』
校
注
試
稿（
二
）

山
口
建
治
・
氷
上
　
正

〈
講
演
記
録
〉

現
象
学
と
世
界
体
験

竹
　
田
　
青
　
嗣

ロ
ー
ペ・デ・ベ
ガ
作『
処
罰
に
し
て
復
讐
に
あ
ら
ず
』
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東
西
文
化
衝
突
の
中
の
『
椿
姫
』

│
最
初
に
西
洋
の
恋
愛
を
伝
え
た
作
品
と
し
て
│

張
　
　
　
　
　
競

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅶ
）

│
キ
リ
ス
ト
の
黄
泉
降
下
│
橋
　
本
　
　
　
侃

〈
講
演
記
録
〉
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の

特
徴
に
つ
い
て
岡
　
地
　
　
　
嶺

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
の
世
界
　
│
心
の
絵
画
│

岩
　
崎
　
豊
太
郎

再
び
セ
ル
バ
ン
テ
ス
、

『
ア
ル
ジ
ェ
の
物
語
』
の
韻
律
に
つ
い
て
岩
　
根
　
圀
　
和

教
育
音
声
学
　
│
テ
キ
ス
ト
の
編
纂
│

深
　
澤
　
俊
　
昭

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
ロ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

ケ
ネ
ス
・
オ
キ
モ
ト

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
２
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
十
四
集
（
一
九
九
二
年
十
月
発
行
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
八
）

│
ド
・
ブ
ロ
ス
議
長
と
美
醜
の
混
在
す
る

快
楽
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
│

鳥
越
　
輝
　
昭

芥
川
龍
之
介
と
ド
イ
ツ
文
学

高
　
橋
　
喜
　
郎

感
動
詞
的
呼
び
か
け
語
の
変
遷
（
Ⅱ
）

│
明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
│
秋
　
元
　
美
　
晴

文
献
に
見
出
せ
る
冥
婚
習
俗
と
そ
の
意
味

廣
　
田
　
律
　
子

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
∆
）
橋
　
本
　
　
　
侃

日
本
語
文
韻
律
素
論
（
１
）

深
　
澤
　
俊
　
昭

│
保
姆
か
ら
聞
い
た「
長
毛
」（
太
平
天
国
）の
話
│

小
　
島
　
晋
　
治

『
横
浜
貿
易
新
報
』
を
通
し
て
見
る

在
留
中
国
人
の
あ
り
よ
う
大
　
里
　
浩
　
秋

出
土
文
献
か
ら
見
た
秦
漢
以
前
の

「
若
」
と
「
如
」
に
つ
い
て
大
　
西
　
菟
　
也

試
談
対
外
漢
語
的
教
学
方
法

王
　
　
迺
　
　
珍

七
夕
の
伝
説
と
祭
祀
習
俗

鈴
　
木
　
陽
　
一

○
第
百
十
三
集
　
故
・
鈴
木
英
允
教
授
追
悼
号

（
一
九
九
二
年
五
月
発
行
）

故
・
鈴
木
英
允
教
授
略
歴

追
悼
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
野
哲
士
・
荻
原
怜
二

橋
本
　
侃

ニ
ー
チ
ェ
哲
学
入
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
　
田
　
　
　
豊

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
宗
教
思
想
（
五
）

│
〈
罪
と
恩
寵
〉
に
つ
い
て
の
ペ
ギ
ー
的

逆
説
と
現
代
文
学
に
お
け
る
そ
の
展
開
│
倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
七
）

│
ア
デ
ィ
ソ
ン
と
〈
権
略
〉
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
に
お
け
る
〈
美
〉
の
不
在
、
ギ
ボ
ン
と

〈
醜
悪
〉か
つ〈
貪
欲
〉な
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
―
鳥
　
越
　
輝
　
昭

感
動
詞
的
呼
び
か
け
語
の
変
遷
（
Ⅰ
）

│
明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
か
け
て
│
秋
　
元
　
美
　
晴
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「
ヱ
フ
ィ
ー
・
ブ
リ
ー
ス
ト
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

田
　
中
　
百
　
子

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
４
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
十
六
集
　
故
・
渋
谷
重
光
教
授
追
悼
号

（
一
九
九
三
年
四
月
発
行
）

渋
谷
重
光
教
授
略
歴
・
業
績

横
　
倉
　
節
　
夫

追
悼
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
哲
士
・
三
星
宗
雄

現
代
日
本
に
お
け
る
社
会
変
動

│
技
術
革
新
、
労
働
力
の
質
の
変
化
　

そ
の
地
域
的
展
開
│
横
　
倉
　
節
　
夫

ヘ
ー
ゲ
ル
の
行
為
論│

相
互
承
認
と
し
て
の
行
為
大
　
西
　
正
　
人

虚
偽
の
問
題

│
『
ソ
フ
ィ
ス
テ
ス
』

２
６
３
ｂ
４
‐
１
３
の
一
解
釈
│
田
　
坂
　
さ
つ
き

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ｘ
…
）
橋
　
本
　
　
　
侃

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ャ
ー
ン
ド
ー
ギ
ヤ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
、
第
７
章
お
よ
び
第
８
章

│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

座
田
司
氏
の
八
幡
神
の
本
質
に
関
す
る
梗
概
の

注
釈
付
き
翻
訳（
１
）序
文
付
き
テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

日
本
語
文
韻
律
素
論（
３
）

深
　
澤
　
俊
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿（
５
）

吉
　
川
　
良
　
和

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
３
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
十
五
集
（
一
九
九
三
年
三
月
発
行
）

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
哲
学
に
お
け
る
争
点

湯
　
田
　
　
　
豊

道
徳
と
道
具

│
道
具
と
の
類
推
に
お
い
て
み
ら
れ
た
道
徳
と

道
徳
の
哲
学
の
可
能
性
│

大
　
西
　
正
　
人

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
と
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

│
一
八
世
紀
末
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
理

念
に
お
け
る
『
一
般
的
草
稿
』
の
位
置
│
佐
　
藤
　
朋
　
之

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
六
）

│
内
的
現
実
の
探
究
（
１
）
│
倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
九
）

│
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

劣
等
な
政
体
な
ら
び
に
倫
理
的
堕
落
、

そ
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
へ
の
評
価
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇

（
Ⅹ
«
＆
Ⅹ
Ⅹ
）
橋
　
本
　
　
　
侃

「
心
」
の
英
訳
に
つ
い
て

秋
　
山
　
勇
　
造

発
話
末
に
お
け
る
日
本
語
接
続
詞
「
け
ど
」

井
　
谷
　
玲
　
子

文
武
両
道
│
流
鏑
馬

テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

日
本
語
文
韻
律
素
論
（
２
）

深
　
澤
　
俊
　
昭

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
テ
オ
ド
ー
ル・フ
ォ
ン
タ
ー
ネ
の
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文
体
の
移
植
　
│
永
井
荷
風
の
場
合
│

秋
　
山
　
勇
　
造

GlosasSilenses

研
究
Ⅴ

太
　
田
　
強
　
正

シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
に
お
け
る

自
由
意
志
と
神
の
臨
在
井
　
上
　
　
　
正

〈
翻
　
　
訳
〉
座
田
司
氏
の
八
幡
神
の
本
質
に

関
す
る
梗
概
の
注
釈
付
き
翻
訳（
３
）
テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
７
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
十
九
集
（
一
九
九
四
年
二
月
発
行
）

イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
死
生
観

湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

Ｆ
Ｌ
Ｔ
Ｔ
の
統
語
的
特
徴

石
　
黒
　
敏
　
明

迂
回
表
現
と
は
何
か：

言
語
的
、
語
用
論
的

或
い
は
社
会
現
象
の
如
何
か
？
井
　
谷
　
玲
　
子

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ア
マ
ゾ
ン
・
メ
モ

│
色
彩
・
環
境
・
熱
帯
密
林
│
三
　
星
　
宗
　
雄

〈
翻
　
　
訳
〉
座
田
司
氏
の
八
幡
神
の
本
質
に

関
す
る
梗
概
の
注
釈
付
き
翻
訳（
４
）
テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
８
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
集
（
一
九
九
四
年
六
月
発
行
）

旅
順
口
区
九
三
小
学
の
日
本
語
教
育
参
観

那
　
須
　
　
　
清

衣
服
産
業
の
再
編
過
程
と
移
民
女
性
の
参
入：

○
第
百
十
七
集
（
一
九
九
三
年
六
月
発
行
）

ニ
ー
チ
ェ
、
フ
ロ
イ
ト
、
お
よ
び
ブ
ー
バ
ー

湯
　
田
　
　
　
豊

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
）

―
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
関
す
る
ゲ
ー
テ
の
古
典

主
義
性
と
べ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
ロ
マ
ン
主
義
性

鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
 
）
橋
　
本
　
　
　
侃

〈
書
　
　
評
〉
黒
沢
惟
昭
編『
生
涯
学
習
時
代
の
社
会
教
育
』

（
明
石
書
店
・
１
９
９
２
年
10
月
）を
読
む

三
　
輪
　
建
　
二

日
本
語
文
韻
律
素
論（
４
）

深
　
澤
　
俊
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿（
６
）

吉
　
川
　
良
　
和

〈
翻
　
　
訳
〉
座
田
司
氏
の
八
幡
神
の
本
質
に

関
す
る
梗
概
の
注
釈
付
き
翻
訳（
２
）
テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

○
第
百
十
八
集
（
一
九
九
三
年
十
月
発
行
）

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
一
）

│
バ
イ
ロ
ン
、
シ
ェ
リ
ー
、
ラ
ス
キ
ン
、

光
、
色
、
教
訓
鳥
　
越
　
輝
　
昭

タ
イ
ッ
テ
ィ
リ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
チ
ェ
ス
タ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅹ
¡
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
講
　
　
演
〉
日
中
復
交
20

年
と
戦
後
補
償
問
題

田
　
中
　
　
　
宏

動
詞
〈
持
つ
〉
は
所
有
の
意
味
だ
け
か
？

古
岩
井
嘉
蓉
子
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〈
書
　
　
評
〉
市
民
社
会
の
制
御
下
に
企
業
社
会
を
置
く
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
〜『
現
代
市
民
社
会
と
企
業
国
家
』

赤
　
尾
　
勝
　
己

Ｌ
ｌ
、
Ｌ
２
喪
失
過
程
の

二
重
ス
レ
ッ
シ
ュ
ホ
ー
ル
ド
仮
設
石
　
黒
　
敏
　
明

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
10

）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
二
集
（
一
九
九
四
年
十
二
月
発
行
）

人
間
形
成
論
考
│
意
味
と
関
わ
り
│

大
　
西
　
勝
　
也

明
治
期
の
翻
訳
者
（
２
）
山
田
美
妙
　
　
　

秋
　
山
　
勇
　
造

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
七
）

│
社
会
主
義
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム：

「
誠
実
」か

「
変
節
」
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
│
倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
三
）

│
Ｗ
・
Ｄ
・
ハ
ウ
エ
ル
ズ
の
見
た

〝
喪
中
の
〞
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
│
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
カ
ウ
シ
ー
タ
キ
・

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
翻
訳
湯
　
田
　
　
　
豊

晴
雨
の
混
乱
と
現
代
日
本
文
学
の
詩
的
想
像
力

│
狐
の
嫁
入
り
か
ら
日
照
り
雨
へ
│
小
　
馬
　
　
　
徹

日
本
語
版
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
開
発

石
　
黒
　
敏
　
明

文
法
化
現
象

│
「
ふ
り
」
か
ら
「
ぶ
り
」
へ
、
及
び

「
さ
ま
」
か
ら
「
ざ
ま
」
へ
の
接
辞
化
│
秋
　
元
　
美
　
晴

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
か
ら
笠
　
間
　
千
　
浪

論
現
代
中
国
人
的
心
理
更
新

于
　
　
欽
　
　
徳

ア
イ
タ
レ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

│
翻
訳
と
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

明
治
期
に
お
け
る
キ
ー
ツ
の
翻
訳

│
花
袋
・
有
明
・
酔
夢
・
無
弦
│
秋
　
山
　
勇
　
造

へ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ア
メ
リ
カ
人
芸
術
家
像
（
１
）
山
　
口
　
ヨ
シ
子

接
続
詞'but'

の
語
用
論
・
意
味
論

井
　
谷
　
玲
　
子

〈
翻
　
　
訳
〉
座
田
司
氏
の
八
幡
神
の
本
質
に

関
す
る
梗
概
の
注
釈
付
き
翻
訳（
５
）

│
結
論
と
参
考
文
献
一
覧
付

テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
９
）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
一
集
（
一
九
九
四
年
六
月
発
行
）

明
治
期
の
翻
訳
者
（
１
）
尾
崎
紅
葉

秋
　
山
　
勇
　
造

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
二
）

│
ダ
リ
ュ
│
伯
爵
の
貴
族
政
批
判
鳥
　
越
　
輝
　
昭

中
国
芸
妓
生
成
原
因
的
探
討

厳
　
　
　
　
　
明

論
現
代
中
国
倫
理
観
的
更
新

于
　
　
欽
　
　
徳

「
知
識
の
定
義
」
の
破
綻
に
つ
い
て

│
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』

2
0
8c
6

│2
1
0b

3

の
一
解
釈
│
田
　
坂
　
さ
つ
き
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シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
八
）

│
「
対
神
徳
」
の
優
位
と
、《
希
望
》
の
秘
義
│

倉
　
田
　
　
　
清

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
五
）

│
ゴ
ー
テ
ィ
エ
、
テ
ー
ヌ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

宗
教
な
ら
び
に
バ
ロ
ッ
ク
建
築
│
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ニ
ー
チ
ェ
│
再
検
討
│

湯
　
田
　
　
　
豊

閉
じ
込
め
ら
れ
た
色：

緑

│
自
然
の
色
彩
の
測
色
デ
ー
タ
お
よ
び

色
名
に
よ
る
分
析
│
三
　
星
　
宗
　
雄

レ
イ
コ
フ
の
挙
げ
た
迂
回
表
現
の
再
分
析：

│
関
連
性
理
論
か
ら
の
説
明
井
　
谷
　
玲
　
子

誤
訳
の
解
剖
（
２
）

国
　
広
　
哲
　
弥

中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
13

）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
五
集
（
一
九
九
五
年
十
二
月
発
行
）

明
代
通
俗
小
説
繁
栄
的
原
因
探
討

│
論
下
層
文
人
的
女
性
崇
拝
│
厳
　
　
　
　
　
明

カ
ル
ロ
ス
五
世
の
引
退

│
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
爵
か
ら
の
退
位（
一
）│

藤
　
田
　
一
　
成

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
九
）

│
《
苦
し
み
の
バ
ラ
ー
ド
》、《
心
の
バ
ラ
ー
ド
》
│

倉
　
田
　
　
　
清

『
人
生
は
夢
』
の
バ
ロ
ッ
ク
性

│
セ
ヒ
ス
ム
ン
ド
と
ロ
サ
ウ
ラ
の

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
11

）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
三
集
（
一
九
九
五
年
三
月
発
行
）

比
較
思
想
の
未
来

湯
　
田
　
　
　
豊

明
治
期
の
翻
訳
者
（
３
）
若
松
賤
子

秋
　
山
　
勇
　
造

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
四
）

│
Ｗ
・
Ｃ
・
ハ
ズ
リ
ッ
ト
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、

民
主
政
、
貴
族
政
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
講
演
記
録
〉
戦
後
生
活
の
な
か
で
戦
争
を
考
え
る

│
「
学
徒
出
陣
」
五
十
年
に
よ
せ
て
│
田
　
中
　
正
　
俊

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド：

晩
年
の
小
説

佐
　
藤
　
夏
　
生

『
と
ん
限
り
樅
の
木
の
国
』
試
論：

植
物
、
比
喩
、
時
代
の
「
病
い
」
武
　
田
　
宜
　
久

〈
翻
　
　
訳
〉
中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
12

）

吉
　
川
　
良
　
和

○
第
百
二
十
四
集
（
一
九
九
五
年
九
月
）

初
期
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
〈
愛
〉
の
変
容

│
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
か
ら
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
│
伊
　
坂
　
青
　
司

王
士
禎
と
袁
枚

│
晴
代
康
・
乾
期
の
詩
風
の
変
化
│
厳
　
　
　
　
　
明

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
宗
教
性

│
宗
教
抗
争
の
狭
間
で
の
創
作
活
動
│
橋
　
本
　
　
　
侃

明
治
期
の
翻
訳
者
（
４
）
内
田
魯
庵

秋
　
山
　
勇
　
造
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伝
達
意
図
と
日
本
語
終
動
詞

│
関
連
性
理
論
の
立
場
か
ら
│
井
　
谷
　
玲
　
子

日
本
語
多
義
動
詞
の
意
味
と
文
型
記
述

国
　
広
　
哲
　
弥

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
ト
ラ
ー
ク
ル《V

erfa
1
1

》の
周
辺

│
《V

erfa
1
1

》
の
成
立
と

ボ
ー
ド
レ
ル
と
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
高
　
橋
　
喜
　
郎

○
第
百
二
十
七
集
（
一
九
九
六
年
九
月
発
行
）

明
治
文
学
界
と
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

秋
　
山
　
勇
　
造

「
伝
説
」
と
「
歴
史
」
の
断
層
を
越
え
て

│『
夜
明
け
前
』は
い
か
に
読
ま
れ
て
来
た
か
張
　
　
憲
　
　
生

カ
ー
タ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
を
読
む

湯
　
田
　
　
　
豊

カ
ル
ロ
ス
五
世
の
晩
年

│
ユ
ス
テ
修
道
院
へ
の
道
（
一
）
藤
　
田
　
一
　
成

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
十
）

│
シ
ャ
ル
ト
ル
へ
の
道
行
き
│
倉
　
田
　
　
　
清

ア
ン
リ・ド・レ
ニ
エ
の
楽
園
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
愛

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち（
十
七
）
│

鳥
　
越
　
輝
　
昭

『
人
生
は
夢
』：

名
誉
劇
の
視
点
か
ら

│
ク
ロ
タ
ル
ド
の
行
動
を
巡
っ
て
│
岩
　
根
　
圀
　
和

『
息
子
と
恋
人
』
に
見
る
女
性
の
生
き
方

小
　
野
　
ゆ
き
子

国
語
辞
典
と
類
義
語

国
　
広
　
哲
　
弥

怪
物
性
を
巡
っ
て
│
岩
　
根
　
圀
　
和

中
国
古
代
音
楽
史
稿
（
14

）

吉
　
川
　
良
　
和

〈
書
　
　
評
〉
西
澤
晃
彦
著
『
隠
蔽
さ
れ
た
外
部
│

都
市
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』
小
　
馬
　
　
　
徹

○
第
百
二
十
六
集
　
向
井
俊
二
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
六
年
三
月
発
行
）

向
井
俊
二
さ
ん
の
こ
と

疋
　
田
　
三
　
良

『
開
拓
者
の
後
裔
』
を
読
ん
で

│
向
井
俊
二
氏
の
市
民
的
倫
理
│
熊
　
野
　
騏
一
郎

日
本
漢
詩
的
特
徴
散
論

│
伊
藤
仁
斎
的
学
者
詩
風
│
厳
　
　
　
　
　
明

ポ
ス
ト
近
代
化
社
会
に
お
け
る

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
研
究
の
視
座
笠
　
間
　
千
　
浪

カ
ー
タ
カ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

定
型
表
現
を
め
ぐ
っ
て

伊
　
藤
　
克
　
敏

カ
ル
ロ
ス
五
世
の
引
退

│
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
爵
か
ら
の
退
位（
二
）│

藤
　
田
　
一
　
成

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
六
）

│
ヘン
リ
ー・ジェ
イ
ム
ズ：

ラ
ス
キ
ン
の
影
響
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
素
朴
性
、固
定
願
望
│

鳥
　
越
　
輝
　
昭

ポ
ー
の
19

世
紀
ア
メ
リ
カ
機
械
文
明
批
判

山
　
口
　
ヨ
シ
子
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│
詐
欺
師
と
し
て
の
ウ
ェス
タ
ヴ
ェル
ト
像
│

山
　
口
　
ヨ
シ
子

公
平
の
原
理
と
道
徳

田
　
坂
　
さ
つ
き

○
第
百
三
十
集
（
一
九
九
七
年
九
月
発
行
）

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー

実
証
主
義
の
博
士
た
ち
に
抗
し
て

│
現
代
世
界
へ
の
近
代
世
界
の
超
克
│
倉
　
田
　
　
　
清

マ
リ
ア
信
仰
の
原
型

石
　
井
　
美
樹
子

カ
ル
ロ
ス
五
世
の
仮
寓
生
活

│
ハ
ラ
ン
デ
ィ
ー
リ
ャ
に
お
け
る
12

週
間
│

藤
　
田
　
一
　
成

末
松
謙
澄
│
生
涯
と
業
績

秋
　
山
　
勇
　
造

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
と
ド
ク
タ
ー

│
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

ア
メ
リ
カ
人
詐
欺
師
│
山
　
口
　
ヨ
シ
子

GlosasSilenses

研
究
Ⅵ

太
　
田
　
強
　
正

○
第
百
三
十
一
集
　
猿
田
勝
美
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
七
年
十
二
月
発
行
）

猿
田
先
生
の
こ
と

横
　
倉
　
節
　
夫

ユ
ス
テ
修
道
院
に
お
け
る
カ
ル
ロ
ス
五
世（
１
）

│
そ
の
隱
遁
生
活
と
死
│
藤
　
田
　
一
　
成

瀬
沼
夏
葉
　
│
生
涯
と
業
績
│

秋
　
山
　
勇
　
造

歴
史
学
者
ホ
レ
イ
シ
オ
・
ブ
ラ
ウ
ン

○
第
百
二
十
八
集
（
一
九
九
六
年
十
二
月
発
行
）

明
治
文
学
界
と
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

秋
　
山
　
勇
　
造

Ｆ
・
Ｗ
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
公
民
教
育
論

大
　
西
　
勝
　
也

ブ
ラ
シ
ュ
ナ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

│
翻
訳
と
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

フ
ラ
ン
ス
語
の
拡
張
と
少
数
言
語
の
抑
圧

│
抑
圧
さ
れ
る
側
か
ら
み
た

言
語
政
策
史
的
展
望
│
臼
　
井
　
盛
　
利

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
の
霊
性
（
十
一
）

│
思
想
の
源
泉
（
一
）
倉
　
田
　
　
　
清

モ
ー
リ
ス
・
バ
レ
ス
と
死
の
町
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
八
）
│
鳥
　
越
　
輝
　
昭

○
第
百
二
十
九
集
（
一
九
九
七
年
三
月
発
行
）

原
　
抱
一
庵
　
│
生
涯
と
業
績
│

秋
　
山
　
勇
　
造

ダ
ー
ム
（
意
中
の
女
性
）
か
ら
ノ
ー
ト
ル
・

ダ
ー
ム
（
聖
母
マ
リ
ア
）
へ
石
　
井
　
美
樹
子

カ
ル
ロ
ス
五
世
の
晩
年

│
ユ
ス
テ
修
道
院
へ
の
道
（
二
）
藤
　
田
　
一
　
成

ヘ
ッ
セ
と
生
け
る
町
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
十
九
）
│
鳥
　
越
　
輝
　
昭

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
と
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
想
像
力

岩
　
崎
　
豊
太
郎

『
ブ
ラ
イ
ズ
デ
イ
ル
・
ロ
マ
ン
ス
』



101 機関誌『人文研究』総目録

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
妖
精
―『
夏
の
夜
の
夢
』―
の
世
界

海
老
塚
　
レ
イ
子

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
文
化
面
か
ら
み
た
言
語
教
育
に
関
す
る
一
考
察

郭
　
　
紅
　
　
毅

○
第
百
三
十
三
集
　
橘
川
慶
二
先
生
追
悼
号

（
一
九
九
八
年
九
月
発
行
）

橘
川
慶
二
先
生
の
御
逝
去
を
悼
む

中
　
島
　
三
千
男

橘
川
慶
二
先
生
を
悼
む

岩
　
根
　
圀
　
和

16

世
紀
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
社
会
経
済
史
序
説（
１
）
青
　
木
　
康
　
征

１
９
９
０
年
代
の
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る

「
経
済
改
革
」
の
理
念
後
　
藤
　
政
　
子

ユ
ス
テ
修
道
院
に
お
け
る
カ
ル
ロ
ス
五
世（
２
）

│
そ
の
隠
遁
生
活
と
死
│
藤
　
田
　
一
　
成

馬
場
孤
蝶
　
│
西
欧
文
学
の
開
拓
│

秋
　
山
　
勇
　
造

マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
１
）

│
翻
訳
と
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

未
来
派
、過
去
主
義
者
、そ
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
21

）
│

鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
¡
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
書
　
　
評
〉
都
市
と
思
想

│『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
思
想
』
を
読
む
│
水
　
田
　
　
　
洋

『
名
誉
の
医
師
』：

ロ
ー
ペ
か
ら
カ
ル
デ
ロ
ン
へ

│
発
想
の
相
違
│
岩
　
根
　
圀
　
和

日
本
語
終
助
詞
`
ネ
a
に
つ
い
て
の
考
察

井
　
谷
　
玲
　
子

と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
二
○
）
│
鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
ø
）

│「
聖
体
」
と
呼
ば
れ
る
劇
│

橋
　
本
　
　
　
侃

「
西
部
の
蜂
起
」
に
つ
い
て
（
１
）

岡
　
島
　
千
　
幸

カ
ル
デ
ロ
ン：
『
サ
ラ
メ
ア
の
村
長
』

│
ド
ン
・
メ
ン
ド
と
ラ
サ
リ
ー
リ
ョ
│
岩
　
根
　
圀
　
和

○
第
百
三
十
二
集
　
テ
リ
ー・リ
ー・シ
ャ
ー
ウ
イ
ン
先
生
追
悼
号

（
一
九
九
八
年
三
月
発
行
）

テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン
先
生
の
死
を
悼
む

中
　
島
　
三
千
男

テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン
先
生
の
こ
と

出
　
来
　
成
　
訓

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て

笠
　
間
　
千
　
浪

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
タ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
タ
ラ

・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

│
イ
ン
ド
的
一
神
教
の
ル
ー
ツ
│
湯
　
田
　
　
　
豊

長
田
秋
濤
│
生
涯
と
業
績
│

秋
　
山
　
勇
　
造

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
¿
）
橋
　
本
　
　
　
侃

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
考

テ
リ
ー
・
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ウ
イ
ン

日
本
語
動
詞
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て

橘
　
川
　
慶
　
二

タ
ー
ナ
ー
と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
の
都
市
幻
想

岩
　
崎
　
豊
太
郎

明
清
時
代
の
詩
風
の
変
化
と
日
本
漢
詩
の

特
色
の
形
成

厳
明
・
浅
山
佳
郎
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│
中
国
語
学
科
退
休
教
授
三
人
談
│
尾
上
兼
英
・
小
島
晋
治

松
本
　
昭

１
９
３
０
年
代
初
期
、

中
国
共
産
党
の
内
部
粛
清
の
実
態
小
　
林
　
一
　
美

石
川
伍
一
の
こ
と

大
　
里
　
浩
　
秋

香
港
に
お
け
る
産
業
構
造
の
変
動
と

新
貧
困
層
の
発
生
沢
　
田
　
ゆ
か
り

小
説
に
お
け
る
引
用
（intertextuality

）

│
『
西
湖
二
集
』
に
引
用
さ
れ
た

小
説
と
戯
曲
に
つ
い
て
│
鈴
　
木
　
陽
　
一

ツ
ヱ
は
中
国
語
に
あ
ら
ざ
る
や

望
　
月
　
眞
　
澄

「
胡
」
の
つ
く
こ
と
ば
「
胡
説
」「
胡
乱
」

│
「『
う
そ
』
の
語
源
は
中
国
語
の

『
胡
説
』
か
？
」
補
説
│
山
　
口
　
建
　
治

名
詞
中
心
の
統
語
論
（
２
）

松
　
村
　
文
　
芳

中
国
的
民
間
反
語
　
│
秘
密
語
研
究
│

石
　
　
　
　
　
林

那
須
先
生
の
死
を
悼
む

鈴
　
木
　
陽
　
一

中
国
語
学
科
10

年
略
史

○
第
百
三
十
六
集
（
一
九
九
九
年
三
月
）

ヘ
ー
ゲ
ル
最
初
の
哲
学
体
系
構
想

│
イ
ェ
ー
ナ
大
学
「
哲
学
序
論
」
講
義
草
稿
の
考
察
│

伊
　
坂
　
青
　
司

マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
３
）

英
語
母
語
話
者
に
よ
る

ピ
ッ
チ
ア
ク
セ
ン
ト
の
習
得
前
田
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

『
オ
セ
ロ
ウ
』か
ら『
ド
ン
・
カ
ズ
ム
ー
ロ
』へ

│
主
人
公
の
「
嫉
妬
」
を
中
心
に
見
た

ブ
ラ
ジ
ル
版
オ
セ
ロ
ウ
の
翻
案
│
武
　
田
　
千
　
香

○
第
百
三
十
四
集
　
倉
田
清
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
八
年
十
二
月
発
行
）

「
意
志
的
直
観
」
の
ひ
と

中
　
本
　
信
　
幸

│
ム
ッ
シ
ュ
ー
・
ク
ラ
タ
賛
│

キ
ム
・
レ
イ
ホ

マ
イ
ト
ラ
ー
ヤ
ニ
ー
ヤ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
（
２
）

│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

ユ
ス
テ
修
道
院
に
お
け
る
カ
ル
ロ
ス
五
世
（
３
）

│
そ
の
隠
遁
生
活
と
死
│
藤
　
田
　
一
　
成

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
¬
）

橋
　
本
　
　
　
侃

香
港
の
大
学
の
現
状
と
展
望│

返
還
の
前
と
後
│
松
　
山
　
正
　
男

日
米
関
係
の
起
源
に
つ
い
て

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
コ
ウ
ミ

説
〝
。儿
〞

萬
　
　
　
清
　
華

○
第
百
三
十
五
集
　
尾
上
兼
英
・
小
島
晋
治
・

松
本
昭
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
九
年
二
月
発
行
）

〈
座
談
会
〉
わ
が
戦
後
中
国
学
事
始
め
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研
究
Ⅶ

太
　
田
　
強
　
正

寛
容
と
共
生
へ
向
か
っ
て

│
デ
リ
ー
ベ
ス
の
捉
ら
え
た
内
戦
│
中
　
村
　
美
　
子

中
国
民
間
数
字
隠
語
　
│
秘
密
語
研
究
（
二
）
│

石
　
　
　
　
　
林

○
第
百
三
十
八
集
　
小
泉
公
史
教
授
退
職
記
念
号

（
一
九
九
九
年
十
二
月
発
行
）

小
泉
先
生
の
こ
と
│
思
い
出
す
ま
ま
に
│

橋
　
本
　
　
　
侃

「
実
証
性
の
う
ち
に
と
ど
ま
る
見
せ
か
け
だ
け
の

普
遍
的
存
在
論
」と「
本
当
に
普
遍
的
な
存
在
論
」

│
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
』
項
目
論
文

「
現
象
学
」
執
筆
を
め
ぐ
っ
て
の

フ
ッ
サ
ー
ル
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
│
鈴
　
木
　
修
　
一

Ｆ
・
Ⅴ
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
・
南
方
熊
楠
共
訳
の
日
本
文
学

秋
　
山
　
勇
　
造

日
本
に
お
け
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
原
像

八
　
島
　
雅
　
彦

他
宗
教
理
解
と
三
位
一
体
論

岸
　
根
　
敏
　
幸

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅶ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
崇
高
に
つ
い
て

岩
　
崎
　
豊
太
郎

日
本
語
動
詞
の
多
義
体
系
（
２
）

国
　
広
　
哲
　
弥

中
国
的
娼
妓
隠
語
　
│
秘
密
語
研
究
（
三
）
│

石
　
　
　
　
　
林

〈
学
会
報
告
〉
21

世
紀
の
英
文
法
の
未
来
は
？

古
岩
井
嘉
蓉
子

○
第
百
三
十
九
集
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
発
行
）

│
翻
訳
お
よ
び
解
説
│
湯
　
田
　
　
　
豊

ユ
ス
テ
修
道
院
に
お
け
る
カ
ル
ロ
ス
五
世
（
４
）

│
死
に
い
た
る
三
週
間
│
藤
　
田
　
一
　
成

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅴ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
思
想
』

│
水
田
洋
氏
に
お
け
る
書
評
の
政
治
学
│
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
１
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
延
享
元
年
日
譜
①
石
　
井
　
日
出
男

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
と
絵
画
に
お
け
る
自
然

│
ブ
レ
イ
ク
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
、

タ
ー
ナ
ー
と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
│
岩
　
崎
　
豊
太
郎

○
第
百
三
十
七
集
（
一
九
九
九
年
九
月
発
行
）

ブ
ロ
ツ
キ
ー
と
レ
ニ
エ

│
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
文
人
た
ち
（
22

）
│

鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉『
明
六
雑
誌
』
の
中
の
英
国
詩
人

秋
　
山
　
勇
　
造

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅵ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
１
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
延
享
元
年
日
譜
②
石
　
井
　
日
出
男

文
革
中
に
お
け
る
中
国
語
絶
対
敬
語
の
復
活
と

そ
の
社
会
的
背
景
彭
　
　
国
　
　
躍
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〈
翻
　
　
訳
〉
旅
立
ち

佐
　
藤
　
健
　
治

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
２
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
延
享
三
年
日
譜
②
石
　
井
　
日
出
男

ヒ
ト
ラ
ー
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
闘
っ
た
人
び
と
（
１
）

二
人
の
マ
リ
ア

│
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
抵
抗
運
動
に
捧
げ
た
生
涯
│
中
　
村
　
浩
　
平

英
語
録
音
教
材
の
韻
律
的
特
徴

前
田
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

○
第
百
四
十
一
集
（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
発
行
）

中
村
元
の
『
イ
ン
ド
思
想
史
』

│
一
つ
の
読
み
方
│

湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅸ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

中
国
稲
作
文
化

日
本
探
源

金
　
　
　
健
　
人

『
十
二
夜
』
に
お
け
る
音
楽
と
水
の
イ
メ
ー
ジ

│
変
容
の
象
徴
と
し
て
│
濱
　
田
　
あ
や
の

○
第
百
四
十
二
集
（
二
〇
〇
一
年
三
月
発
行
）

わ
た
く
し
の
〝
唯
識
〞

│
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
世
界
│
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
３
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

文
化
／
社
会
的
境
界
線
を
め
ぐ
る
言
説
の
模
索

│
二
項
対
立
の
袋
小
路
を
超
え
て
│
笠
　
間
　
千
　
浪

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉『
西
国
立
志
編
』
の
中
の
西
欧
作
家

秋
　
山
　
勇
　
造

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
つ
い
て

湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅷ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
２
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
延
享
三
年
日
譜
①
石
　
井
　
日
出
男

イ
ー
デ
ィ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ン
の
男
性
像

│
『
歓
楽
の
家
』ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ヒ
ー
ロ
ー

と
し
て
の
セ
ル
デ
ン
像
│
山
　
口
　
ヨ
シ
子

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
テ
の
成
功
と

弟
ブ
ラ
ン
ウ
ェ
ル
の
挫
折
小
　
野
　
ゆ
き
子

○
第
百
四
十
集
　
犬
飼
政
一
教
授
退
職
記
念
号

（
二
〇
〇
〇
年
九
月
発
行
）

犬
飼
先
生
を
送
る

│etw
asglu

‥cklich
etw

astraurig

│
中
　
村
　
浩
　
平

覚
醒
す
る
意
識

│
ヘ
ー
ゲ
ル
「
一
般
哲
学
概
説
」（
一
八
○
三
年
）

講
義
草
稿
（
一
）
の
考
察
│
伊
　
坂
　
青
　
司

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
未
来
に
お
け
る
新
し
い
人
間
像

│
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
│
湯
　
田
　
　
　
豊
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│
寛
延
二
年
日
譜
②
石
　
井
　
日
出
男

太
田
南
畝
の
狂
詩
の
文
法

浅
山
佳
郎
・
厳
明

マ
シ
ヤ
ー
ド
・
デ
・
ア
シ
ス
の
生
と
の
和
解

│
『
ブ
ラ
ス
・
ク
ー
バ
ス
の
死
後
の
回
想
』
と

『
ア
イ
レ
ス
の
覚
書
』か
ら
見
え
て
く
る
も
の
│
武
　
田
　
千
　
香

○
第
百
四
十
四
集
　
石
井
陽
一
教
授
退
職
記
念
号

（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
発
行
）

石
井
陽
一
先
生
へ
の
エ
ー
ル

青
　
木
　
康
　
征

『
怪
文
書
』
と
『
わ
れ
ら
が
不
満
の
冬
』
を

め
ぐ
る
諸
問
題
塚
　
田
　
眞
　
幸

ア
メ
リ
カ
植
民
地
期
フ
ィ
リ
ピ
ン
議
会
政
治

の
生
成
と
展
開

│
１
８
９
９
〜
１
９
４
１
年
│
永
　
野
　
善
　
子

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
 
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
４
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
宝
暦
二
年
日
譜
①
石
　
井
　
日
出
男

〈
講
演
記
録
〉
中
国
山
西
省
に
お
け
る
日
本
軍
性

暴
力
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
石
　
田
　
米
　
子

『
天
う
つ
浪
』
の
な
か
の
ニ
ー
チ
ェ

鈴
　
木
　
修
　
一

中
国
稲
作
文
化

日
本
再
探

金
　
　
　
健
　
人

チ
リ：
少
数
独
裁
共
和
制
か
ら
民
衆
の
政
治
参
加
ヘ
ビ
ク
ト
ル
・
カ
ル
デ
ロ
ン
・
デ
・
ラ
・
バ
ル
カ

│
寛
延
二
年
日
譜
①
石
　
井
　
日
出
男

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
想
像
力
と
湖

岩
　
崎
　
豊
太
郎

ス
ピ
ー
チ
・
ア
ク
ト
理
論
と

応
用
言
語
学
に
お
け
る
そ
の
有
用
性
岩
　
本
　
典
　
子

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
多
言
語
多
文
化
社
会
ス
イ
ス
の
実
状

古
岩
井
嘉
蓉
子

チ
ョ
ー
サ
ー
没
後
６
０
０
年

│
中
世
詩
研
究
の
今
│
奥
　
田
　
宏
　
子

○
第
百
四
十
三
集
　
古
川
知
生
教
授
退
職
記
念
号

（
二
〇
〇
一
年
九
月
発
行
）

古
川
先
生
の
人
間
学

│
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
│
矢
　
野
　
　
　
博

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
銀
行
と
通
貨
制
度
の
再
建

│
１
９
２
１
〜
２
７
年
│
永
　
野
　
善
　
子

Ｓ
・
ハ
イ
ム
対
第
11

回
中
央
委
員
会
総
会

塚
　
田
　
眞
　
幸

自
然
か
ら
生
成
す
る
精
神

│
ヘ
ー
ゲ
ル
「
一
般
哲
学
概
説
」

講
義
草
稿
（
二
）
の
考
察
│
伊
　
坂
　
青
　
司

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
唯
識
の
体
系

│
研
究
の
た
め
の
一
つ
の
戦
略
│
湯
　
田
　
　
　
豊

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
…
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
３
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）
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主
不
在
の
研
究
室

鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅳ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
５
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
宝
暦
九
年
日
譜
①
石
　
井
　
日
出
男

現
代
中
国
語
の
「
時
制
」
の
意
味
研
究

加
　
藤
　
宏
　
紀

○
第
百
四
十
七
集
　
佐
野
正
巳
先
生
追
悼
号

（
二
〇
〇
二
年
十
二
月
発
行
）

佐
野
正
巳
先
生
を
悼
む

日
　
高
　
昭
　
二

佐
野
正
巳
さ
ん
の
こ
と

高
　
野
　
繁
　
男

永
痛
の
追
憶

厳
　
　
　
　
　
明

佐
野
先
生
の
こ
と

浅
　
山
　
佳
　
郎

Ｆ
・
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
罰
論
に

つ
い
て
の
批
判
的
考
察
大
　
西
　
勝
　
也

『
コ
リ
ン
』、
ヤ
ン
カ
、
ミ
ー
ル
ケ

塚
　
田
　
眞
　
幸

「
山
月
記
」
の
季
節
に
つ
い
て

三
　
浦
　
吉
　
明

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
√
）

橋
　
本
　
　
　
侃

西
周
『
致
知
啓
蒙
』
を
読
む
（
上
）

鈴
　
木
　
修
　
一

チ
リ
、
新
自
由
主
義
と
独
裁

（
１
９
７
３
│
１
９
８
９
）
ビ
ク
ト
ル・カ
ル
デ
ロ
ン・デ・ラ・バ
ル
カ

現
代
社
会
に
お
け
る
都
市
景
観
と
住
民

│
谷
中
・
三
崎
坂
を
事
例
と
し
て
竹
　
中
　
宏
　
子

〈
翻
　
　
訳
〉
エ
ゲ
リ
ア
巡
礼
記

太
　
田
　
強
　
正

○
第
百
四
十
五
集
　
筧
敏
生
先
生
追
悼
号

（
二
〇
〇
二
年
三
月
発
行
）

筧
敏
生
先
生
を
悼
む

日
　
高
　
昭
　
二

断
章

三
　
鬼
　
清
一
郎

筧
君
ど
う
も
有
難
う

中
　
島
　
三
千
男

筧
さ
ん
の
こ
と

浅
　
山
　
佳
　
郎

筧
先
生
か
ら
の
言
葉

松
　
本
　
安
　
生

筧
先
生
と
の
思
い
出

本
　
田
　
明
日
香

女
詐
欺
師
の
登
場
す
る
風
景

│
サ
ウ
ス
ワ
ー
ス
『
見
え
ざ
る
手
』
山
　
口
　
ヨ
シ
子

フ
ェ
ル
ス
タ
ー
と
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン

│
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
ヴ
ィ
ヘ
ル
ン
評
価
に
つ
い
て
│

大
　
西
　
勝
　
也

〈
翻
　
　
訳
〉
コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇（
Ⅹ
Ⅲ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
史
料
紹
介
〉「
観
音
寺
日
譜
」（
４
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

│
宝
暦
二
年
日
譜
②
石
　
井
　
日
出
男

ア
ル
プ
ス
と
崇
高
│
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と
タ
ー
ナ
ー

岩
　
崎
　
豊
太
郎

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
戸
籍
制
度
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

星
　
野
　
澄
　
子

○
第
百
四
十
六
集
　
松
山
正
男
教
授
退
職
記
念
号

（
二
〇
〇
二
年
九
月
発
行
）
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ま
え
が
き

大
　
里
　
浩
　
秋

基
調
報
告：

「
二
十
世
紀
の
日
中
関
係
」

（
付：

二
〇
〇
一
年
に
思
う
）
小
　
島
　
晋
　
治

「
私
と
中
国
研
究
―
中
国
・
魯
迅
と
の
出
会
い
」
尾
　
上
　
兼
　
英

「
日
本
の
中
国
・
香
港
認
識
が
意
味
す
る
も
の
」
沢
　
田
　
ゆ
か
り

「
日
本
近
代
史
と
台
湾

―
批
判
精
神
の
欠
如
に
つ
い
て
」
戴
　
国
　
　
Ê

「
日
中
関
係
一
〇
〇
年
か
ら
何
を
学
ぶ
か
」

田
　
畑
　
光
　
永

「
二
十
五
年
の
日
中
交
流
を
ふ
り
か
え
る
」

莫
　
　
邦
　
　
富

質
疑
応
答

【
特
集
二
】
戦
前
中
国
に
お
け
る
日
本
租
界
の
研
究

―
日
本
人
社
会
の
形
成
、
変
容
、

消
滅
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
―

長
江
上
流
の
影
薄
き
夢
の
跡
…
重
慶
租
界

田
　
畑
　
光
　
永

杭
州
日
本
租
界
に
つ
い
て

大
　
里
　
浩
　
秋

蘇
州
の
日
本
租
界
と
近
代
都
市
の
形
成

厳
　
　
　
　
　
明

蘇
州
日
本
租
界
と
片
倉
製
糸

―
『
蘇
州
市
第
一
絲
厰
厰
志
』
抄
訳
―
山
　
口
　
建
　
治

漢
口
の
都
市
発
展
と
日
本
租
界

孫
　
　
安
　
　
石

○
第
百
五
十
集
（
二
〇
〇
三
年
九
月
発
行
）

白
い
手
の
ハ
ー
マ
イ
オ
ニ

『
冬
物
語
』に
お
け
る
王
妃
の
裁
判
と
三
つ
の
国
の
文
化
摩
擦

石
　
井
　
美
樹
子

○
第
百
四
十
八
集
　
湯
田
豊
・
伊
藤
喜
栄
教
授
退
職
記
念
号

（
二
〇
〇
三
年
一
月
発
行
）

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
に
憧
れ
る

ア
ポ
ロ
俊
英
の
徒
、
湯
田
豊
さ
ん
岡
　
野
　
哲
　
士

湯
田
豊
先
生
の
ご
定
年
退
職

│
あ
る
時
代
の
終
わ
り
│
三
　
星
　
宗
　
雄

喜
栄
先
生
の
遠
近
法

小
　
馬
　
　
　
徹

伊
藤
喜
栄
先
生
と
伊
藤
家
の
食
卓

八
久
保
　
厚
　
志

親
の
死
と
子
ど
も
の
親
権

│
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
社
会
の
合
わ
せ
鏡
に
し
て

石
　
井
　
美
樹
子

「
離
宮
八
幡
宮
の
成
立
」
試
論

鈴
　
木
　
江
津
子

西
周
『
致
知
啓
蒙
』
を
読
む
（
下
）

鈴
　
木
　
修
　
一

英
国
に
お
け
る
現
代
語
教
育
の
現
状

│
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
│
上
　
條
　
雅
　
子

箱
選
び
の
場
面
に
お
け
る

ポ
ー
シ
ア
の
言
葉
に
つ
い
て

│
聞
き
手
依
存
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
略
│
国
府
方
　
麗
　
夏

○
第
百
四
十
九
集
（
二
〇
〇
三
年
六
月
発
行
）

【
特
集
一
】
日
・
中
関
係
一
〇
〇
年
を
問
う

〜
二
十
一
世
紀
を
見
据
え
て

―
中
国
語
学
科
創
設
十
周
年
（
一
九
九
七
年
）

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
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女
の
職
業
と
し
て
の
詐
欺
師

―
オ
ル
コ
ッ
ト「
仮
面
の
陰
で
」「
Ｖ
・
Ｖ
」な
ど

山
　
口
　
ヨ
シ
子

「
観
音
寺
日
譜
」（
５
）

（
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
観
音
寺
所
蔵
）

―
宝
暦
九
年
日
譜
②
石
　
井
　
日
出
男

コ
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
＝
サ
イ
ク
ル
劇
（
Ⅹ
Ⅵ
）

橋
　
本
　
　
　
侃

『
明
六
雑
誌
』の
発
行
と
廃
刊
に
つ
い
て

秋
　
山
　
勇
　
造

中
国
語
動
詞
価
理
論
に
関
す
る
一
考
察
徐
　
　
　
　
　
峰




